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は
じ
め
に

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
と
も
な
う
津
波
に

よ
り
、
東
京
電
力（
以
下「
東
電
」）の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所（
以

下
、「
原
子
力
発
電
所
」
は
「
原
発
」
と
略
記
し
、
発
電
所
名
と
あ

わ
せ
て
「
◯
◯
原
発
」
と
表
記
）
は
、
旧
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
と
同
等
と
評
価
さ
れ
る
未
曾
有
の
事
故
を
起
こ
し
た
。
曲

折
は
あ
る
も
の
の
、
全
国
の
原
発
は
一
旦
す
べ
て
停
止
し（

１
）、

事
故
を

踏
ま
え
各
種
法
制
や
組
織
は
抜
本
的
に
刷
新
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
新

し
い
環
境
の
下
で
、
九
州
電
力
（
以
下
「
九
電
」）
の
川
内
原
発
一

号
機
が
、
二
〇
一
五
年
八
月
一
一
日
に
全
国
で
最
初
に
再
稼
働
し（

２
）、

そ
の
後
も
順
次
再
稼
働
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
現
在
す
で
に
四
県
で
九

機
の
原
発
が
再
稼
働
し
て
い
る（

３
）。

本
稿
の
検
討
対
象
で
あ
る
四
国
電

力
（
以
下
「
四
電
」）
の
伊
方
原
発
（
愛
媛
県
伊
方
町
）
三
号
機
は
、

二
〇
一
六
年
八
月
一
二
日
に
再
稼
働
し（

４
）、

九
月
七
日
に
営
業
運
転
に

移
行
し
た（

５
）。

こ
れ
は
、
関
西
電
力（
以
下「
関
電
」）の
高
浜
原
発
三
・

四
号
機
が
、
再
稼
働
直
後
に
大
津
地
裁
の
運
転
差
し
止
め
仮
処
分

に
よ
り
停
止
し
た
た
め（

６
）、

実
質
的
に
川
内
原
発
に
次
ぐ
も
の
で
あ
っ

た
。こ

の
福
島
第
一
原
発
事
故
後
の
制
度
刷
新
を
経
た
各
原
発
の
再
稼

働
過
程
に
お
い
て
は
、
後
述
す
る
慣
習
上
確
立
さ
れ
た
原
発
立
地
自
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治
体
の
「
同
意
制
」
が
、
と
り
わ
け
「
地
元
」
の
範
囲
を
問
い
直
す

か
た
ち
で
注
目
さ
れ
た（

７
）。

す
な
わ
ち
法
制
の
刷
新
に
と
も
な
い
、
後

述
す
る
「
三
〇
キ
ロ
圏
」
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
地
自

治
体
以
外
に
、
同
圏
内
の
自
治
体
が
、
あ
ら
た
な
関
係
主
体
と
し
て

登
場
し
た
か
ら
だ
。
原
発
の
再
稼
働
に
あ
た
っ
て
、
き
わ
め
て
重
要

な
、
こ
の
「
地
元
」
の
同
意
を
め
ぐ
る
自
治
体
政
治
過
程
の
事
例
分

析
は
、
国
政
次
元
で
の
分
析
に
付
随
し
て
簡
潔
に
言
及
し
た
も
の（

８
）を

除
き
管
見
の
限
り
な
い
。
筆
者
が
こ
れ
ま
で
検
討
し
発
表
し
て
き
た

も
の
の
み
で
あ
る（

９
）。

ま
た
原
発
再
稼
働
の
事
例
は
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
豊
富
に
な
り

つ
つ
あ
る
自
治
体
に
お
け
る
政
治
過
程
研
究

（
（1
（

に
と
っ
て
も
、
以
下
の

よ
う
な
理
由
で
、
重
要
な
事
例
で
あ
る
。
第
一
に
、
原
発
再
稼
働
へ

の
同
意
は
、
非
日
常
的
で
、
き
わ
め
て
対
立
的
な
争
点
で
あ
り
、
論

点
や
対
立
軸
が
顕
在
化
し
や
す
い
。
自
治
体
に
お
い
て
は
、
定
型
的

な
政
策
や
施
策
に
関
し
て
政
治
過
程
を
活
性
化
す
る
争
点
が
生
起
し

に
く
い
。
し
か
し
原
発
の
再
稼
働
へ
の
同
意
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
は

注
目
度
も
高
く
、
情
報
も
多
数
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
事
例
研

究
の
対
象
と
し
て
優
位
性
が
あ
る
。
第
二
に
、
原
発
再
稼
働
の
事
例

は
、
自
治
体
内
の
複
数
主
体
が
関
与
し
、
自
治
体
の
政
治
過
程
を
包

括
的
、
か
つ
構
造
的
に
把
握
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。
ま
た
、
ひ
と

つ
の
自
治
体
内
で
完
結
す
る
争
点
で
は
な
い
の
で
、
部
分
的
に
せ
よ

政
府
体
系
と
し
て
の
動
態
を
観
察
で
き
る
。
さ
ら
に
第
三
に
、
全
国

で
共
通
の
争
点
に
も
と
づ
く
複
数
の
事
例
を
比
較
で
き
る
。
事
例
研

究
は
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
化
し
た
含
意
を
得
ら
れ
る

が
、
適
切
な
比
較
が
可
能
な
複
数
事
例
を
含
む
対
象
を
得
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
再
稼
働
を
め
ぐ
る
事
例
は
、
比
較
の
条
件

が
相
対
的
に
整
え
や
す
い
と
言
え
る
。

ま
さ
に
「
未
曾
有
の
大
災
害
は
、
通
常
は
ベ
ー
ル
に
覆
わ
れ
て
い

る
日
本
の
政
治
シ
ス
テ
ム
、
政
治
と
社
会
の
相
互
関
係
の
構
造
、
そ

こ
に
埋
め
込
ま
れ
た
機
能
を
、
い
わ
ば
「
輪
切
り
」
に
す
る
も
の
」

と
し
て
、
き
わ
め
て
示
唆
的
な
事
例
を
提
供
し
て
い
る
と
言
え
る

（
（1
（

。

そ
れ
ゆ
え
、
国
政
次
元
で
の
分
析
は
、
辻
中
豊
ら

（
（1
（

や
城
山
英
明
ら

（
（1
（

、

上
川
龍
之
進

（
（1
（

の
研
究
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

自
治
体
の
政
治
過
程
を
対
象
に
し
た
個
別
具
体
的
な
事
例
の
分
析

は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
お
こ
な
っ
て
き
た
も
の
だ
け
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
時
点
で
再
稼
働
の
事
例
は
九
つ
で
あ

り
、
全
数
比
較
が
可
能
な
規
模
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
全
事

例
を
比
較
す
る
前
提
作
業
と
し
て
、
最
初
の
再
稼
働
事
例
で
あ
る
川

内
原
発
の
事
例
に
続
く
、
伊
方
原
発
の
事
例
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
過

程
を
詳
細
に
再
構
成
す
る
。
そ
の
上
で
、
先
行
す
る
川
内
原
発
の
事

例
と
比
較
す
る
。
そ
れ
は
、
今
後
の
全
数
比
較
に
向
け
、
論
点
な
ど

を
抽
出
し
整
理
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
の
作
業
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は
、
あ
く
ま
で
も
予
備
的
な
も
の
で
あ
り
、
本
稿
は
研
究
ノ
ー
ト
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

具
体
的
に
本
稿
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
福
島
第
一

原
発
事
故
後
の
再
稼
働
事
例
を
理
解
す
る
た
め
の
前
提
を
整
理
す

る
。
次
に
、
伊
方
原
発
三
号
機
再
稼
働
の
同
意
に
関
す
る
自
治
体
の

政
治
過
程
を
、
地
元
紙
を
中
心
と
し
た
資
料
に
よ
り
詳
細
に
再
構
成

す
る
。
そ
の
際
、
対
象
時
期
を
「
地
元
自
治
体
同
意
制
改
編
」
の
段

階
と
、「
再
稼
働
同
意
手
続
き
」
の
段
階
に
二
分
し
て
再
構
成
す
る
。

最
後
に
、
再
構
成
し
た
伊
方
原
発
三
号
機
再
稼
働
の
過
程
を
、
先
行

す
る
川
内
原
発
の
事
例
と
比
較
し
、
そ
の
異
同
を
確
認
す
る
。

一　

事
例
分
析
の
前
提

（
（1
（

本
稿
で
の
事
例
分
析
に
お
い
て
前
提
と
な
る
構
図
は
、
福
島
第
一

原
発
事
故
前
に
確
立
さ
れ
て
い
た
慣
習
的
「
制
度
」（
再
稼
働
に
対

す
る
地
元
自
治
体
同
意
制
、
な
い
し
は
地
元
自
治
体
の
拒
否
権
）
が

維
持
さ
れ
た
ま
ま
、
公
式
の
制
度
が
改
編
さ
れ
、
新
た
な
当
事
者

（
三
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
）
が
参
入
し
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
慣
習

的
制
度
が
修
整
さ
れ
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず

分
析
の
前
提
と
し
て
、
過
去
の
慣
習
的
制
度
の
形
成
の
経
緯
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
。

（87－１－３）

　
（
一
）　

初
期
の
原
発
受
容
態
勢
に
お
け
る
立
地
自
治
体

原
発
は
民
間
電
力
事
業
者
の
発
電
所
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
国
策
」
と
し
て
運
営
さ
れ
る
。
そ
れ
は
放
射
性
物
質
が
国
際
管
理

の
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る

（
（1
（

。
運
転
中
に
核
分
裂

反
応
が
起
き
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
使
用
済
み
核
燃
料
や
放
射
性
廃

棄
物
な
ど
の
危
険
物
質

（
（1
（

を
集
積
し
て
も
い
る
。
た
だ
施
設
と
し
て
の

原
発
へ
の
危
険
性
の
評
価
は
、
社
会
的
に
構
成
さ
れ
る
の
で
、
そ
の

評
価
は
論
争
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

と
は
い
え
、
原
発
の
建
設
計
画
の
立
案
当
初
、
お
お
む
ね
一
九
六

〇
年
代
半
ば
ま
で
は
、「
地
域
振
興
」
の
名
の
も
と
に
誘
致
運
動
が

展
開
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、
立
地
紛
争
は
「
散
発
的
」
で
あ
っ
た

（
（1
（

。

本
稿
が
対
象
と
す
る
伊
方
原
発
の
建
設
に
あ
た
っ
て
も
、
自
治
体
に

よ
る
積
極
的
な
誘
致
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た

（
（1
（

。

し
か
し
六
〇
年
代
半
ば
以
降
は
、
大
規
模
な
立
地
反
対
運
動
が
登

場
す
る
。
伊
方
原
発
に
関
し
て
も
、
日
本
の
原
子
力
安
全
論
争
に
お

け
る
一
九
七
〇
年
代
の
「
ハ
イ
ラ
イ
ト
」（

（2
（

と
さ
れ
る
原
子
炉
設
置
許

可
処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
た
住
民
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
（
最

終
的
に
松
山
地
方
裁
判
所
は
、
原
子
炉
設
置
許
可
は
政
府
の
裁
量
と

し
て
、
請
求
を
却
下
）

（
（2
（

。
そ
こ
で
七
〇
年
代
以
降
、「
電
源
三
法
」

（
（2
（

を

始
め
と
し
て
、
国
が
主
導
し
、
自
治
体
を
組
み
込
む
か
た
ち
で
、
地

域
に
原
発
の
「
受
容
態
勢
」
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
立
地
自
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治
体
を
中
心
に
利
益
誘
導
の
構
造
を
産
み
出
し
た

（
（2
（

。
そ
れ
は
お
お
ま

か
に
、
①
財
政
的
優
遇
、
②
税
制
上
の
優
遇
、
③
電
力
事
業
者
か
ら

の
寄
付
な
ど
の
支
援
、
④
原
発
の
建
設
や
運
営
か
ら
派
生
す
る
事
業

（
雇
用
）
の
四
つ
の
柱
か
ら
な
っ
て
い
る
。

実
際
に
、
原
発
立
地
自
治
体
へ
の
利
益
誘
導
に
よ
る
自
治
体
財
政

上
、
あ
る
い
は
地
域
経
済
上
の
効
果
は
大
き
い
。
伊
方
原
発
の
立
地

自
治
体
で
あ
る
愛
媛
県
伊
方
町
を
見
て
み
る
と
、
二
〇
一
七
年
度
の

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
自
治
体
の
財
源
の
余
裕
を
示
す
財
政
力
指
数

（
（2
（

は

〇
・
五
三
で
、
全
国
の
類
似
団
体
の
平
均
値
〇
・
二
七
に
比
べ
て
、

き
わ
め
て
高
く
、
愛
媛
県
内
の
平
均
値
〇
・
四
四
に
比
べ
て
も
高

い
（
（2
（

。
ま
た
、
二
〇
〇
九
・
二
〇
一
〇
年
度
の
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
小

池
拓
自
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
伊
方
町
の
一
人
当
た
り
住
民
所
得
は
、

二
五
九
万
七
〇
〇
〇
円
で
、
愛
媛
県
平
均
の
一
人
当
た
り
住
民
所
得

の
一
・
一
二
倍
と
な
っ
て
い
る

（
（2
（

。
た
だ
、
他
の
原
発
立
地
自
治
体
と

比
較
す
る
と
、
伊
方
町
の
財
政
や
所
得
な
ど
の
状
況
は
相
対
的
に
低

い
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
二
〇
〇
五
年
に
周
辺
二
町
と
合
併
し

た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
合
併
前
の
伊
方
町
は
、
愛
媛
県

下
で
唯
一
の
普
通
交
付
税
不
交
付
団
体
で
あ
っ
た

（
（2
（

。

福
島
第
一
事
故
に
よ
る
制
度
改
編
以
前
に
お
い
て
は
、
こ
の
受
容

態
勢
に
組
み
込
ま
れ
る
対
象
自
治
体
は
、
基
本
的
に
は
原
発
が
立
地

す
る
市
町
村
お
よ
び
道
県

（
（2
（

、
す
な
わ
ち
二
つ
の
「
立
地
自
治
体
」
の

み
で
あ
っ
た
。
た
だ
形
成
当
初
の
受
容
態
勢
に
お
い
て
は
、
立
地
自

治
体
と
い
え
ど
も
、
原
発
の
運
用
に
影
響
を
及
ぼ
せ
る
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
立
地
自
治
体
は
、「
国
策
民
営
」
の
枠
組
み

に
従
属
し
て
、
利
益
誘
導
を
梃
子
に
、
施
設
へ
の
異
論
や
反
対
を
抑

え
こ
み
、「
納
得
」
を
調
達
し
続
け
る
役
割
を
担
う
だ
け
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。
し
か
し
他
方
で
、
と
り
わ
け
立
地
基
礎
自
治
体
に
お
い

て
は
、
こ
の
利
益
誘
導
態
勢
に
財
政
が
依
存
し

（
（2
（

、
地
域
経
済
も
原
発

の
運
転
に
依
存
す
る
「
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
地
域
産
業
構
造
」

（
（3
（

と
な

る
た
め
、
次
第
に
原
発
の
運
転
を
積
極
的
に
支
持
せ
ざ
る
を
え
な
い

状
況
も
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
二
）　

立
地
自
治
体
に
よ
る
関
与
の
拡
大

日
本
の
原
発
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
吉
岡
斉
は
、
一
九
九
五

年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
を
「
事
故
・
事
件
の
続
発
と
開
発
利
用
低

迷
の
時
代
」
と
位
置
づ
け
、「
原
子
力
開
発
利
用
へ
の
国
民
の
信
頼

が
失
墜
し
た
」
と
述
べ
て
い
る

（
（3
（

。
こ
の
時
期
に
、
立
地
自
治
体
は
当

初
の
受
動
的
な
役
割
を
超
え
て
、
積
極
的
に
原
発
の
運
用
に
関
与
す

る
回
路
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

画
期
と
な
っ
た
の
は
一
九
九
五
年
の
高
速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ
に
お

け
る
冷
却
材
の
漏
洩
事
故
で
あ
っ
た
。
事
業
者
が
事
故
の
情
報
を
隠

蔽
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
福
井
県
と
敦
賀
市
に
よ
る
立
ち

（法政研究 87－１－４）
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入
り
調
査
で
露
呈
す
る
と
、
一
般
の
不
信
感
は
、
き
わ
め
て
強
い
も

の
と
な
っ
た

（
（3
（

。
そ
れ
は
「
原
子
力
行
政
」
全
般
へ
の
不
信
と
不
安

を
も
高
め
た
と
言
え
る

（
（3
（

。
そ
の
結
果
、
吉
岡
に
よ
れ
ば
「「
住
民
パ

ワ
ー
」
の
噴
出
」
状
況
が
生
じ
た

（
（3
（

。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
一
九

九
六
年
に
新
潟
県
巻
町
で
実
施
さ
れ
た
原
発
建
設
の
是
非
を
問
う
住

民
投
票
で
あ
る
。
投
票
結
果
は
反
対
の
意
向
が
多
数
と
な
り
、
建
設

は
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た

（
（3
（

。
原
発
へ
の
不
信
と
不
安
の
高
ま
り
が
、

原
発
の
新
規
立
地
を
妨
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
原
発
が
集
中
的
に
立
地
す
る
福

島
・
福
井
・
新
潟
の
県
知
事
が
、
一
九
九
六
年
に
政
府
へ
の
提
言
を

お
こ
な
う
。
多
様
な
意
見
を
集
約
し
、
原
子
力
政
策
の
展
望
を
示
す

べ
き
と
い
う
提
言
を
受
け
、
政
府
は
「
原
子
力
政
策
円
卓
会
議
」
を

設
置
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
原
子
力
行
政
改
革
」
の
動
き
で
あ
る

（
（3
（

。
国

主
導
の
原
発
受
容
態
勢
に
お
い
て
、
受
動
的
な
立
場
に
お
か
れ
て
い

た
立
地
自
治
体
（
お
よ
び
、
そ
の
首
長
）
が
、
地
域
社
会
の
不
信
や

不
安
の
高
ま
り
を
梃
子
に
、
国
に
対
し
能
動
的
な
主
体
と
し
て
振
る

舞
い
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
事
故
対
応
と
防
災
、
事
業
者

と
の
安
全
協
定
と
い
う
二
つ
の
回
路
で
、
立
地
自
治
体
は
原
発
運
転

へ
の
関
与
を
強
め
て
い
っ
た
。

ま
ず
事
故
対
応
と
防
災
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
九
年
の
原
子
力
災

害
対
策
特
別
措
置
法
（
以
下
、「
原
災
法
」）
の
制
定
（
施
行
二
〇
〇

〇
年
）
が
画
期
と
な
っ
た
。
同
法
で
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
の
地
方
分

権
一
括
法
の
施
行
な
ど
の
「
分
権
改
革
」
を
意
識
し
、
原
子
力
防
災

と
事
故
対
応
に
お
け
る
自
治
体
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た

（
（3
（

。
す
な
わ

ち
原
発
を
含
む
原
子
力
関
連
施
設
の
防
災
と
事
故
対
応
に
つ
い
て
、

自
治
体
に
新
た
な
役
割
を
負
わ
せ
、
結
果
と
し
て
、
国
の
強
い
統
制

と
管
理
の
下
に
あ
る
原
発
運
営
に
対
し
、
防
災
と
事
故
対
応
と
い
う

回
路
で
、
自
治
体
（
と
り
わ
け
立
地
自
治
体
）
か
ら
の
介
入
の
余
地

を
生
み
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

同
法
制
定
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
九
年
に
茨
城
県

東
海
村
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
ウ
ラ
ン
加
工
工
場
で
発
生
し
た
臨
界
事
故
で
あ
っ

た
。
連
続
的
な
核
分
裂
（
臨
界
）
が
偶
発
的
に
起
こ
り
、
急
性
放
射

線
障
害
で
二
名
が
亡
く
な
っ
た
。
事
故
直
後
に
は
半
径
一
〇
キ
ロ
圏

内
の
住
民
に
屋
内
退
避
勧
告
が
出
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
従
来
、

国
内
の
原
発
関
連
施
設
で
は
、
施
設
外
へ
の
放
射
能
の
影
響
が
及
ぶ

事
故
は
起
こ
り
え
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
「
安
全
神
話
」
が

覆
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
（3
（

。
そ
れ
ゆ
え
原
災
法
に
お
け
る
、
自
治
体

の
事
故
対
応
と
防
災
の
規
定
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
原

災
法
が
想
定
す
る
施
設
外
へ
影
響
の
及
ぶ
事
故
は
、
あ
く
ま
で
も
Ｊ

Ｃ
Ｏ
事
故
の
経
験
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
新
た
に
指
定
さ
れ
た

対
策
強
化
対
象
地
域
も
、
従
来
の
立
地
市
町
村
の
区
域
を
超
え
る
こ

と
は
、
基
本
的
に
な
か
っ
た

（
（3
（

。

（87－１－５）
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以
上
の
よ
う
な
事
故
対
応
と
防
災
と
い
う
回
路
は
、
自
治
体
が
電

力
会
社
と
結
ぶ
「
安
全
協
定
」
の
機
能
を
変
え
、
立
地
自
治
体
が
原

発
の
運
営
に
影
響
を
与
え
る
際
の
「
手
段
」
と
な
っ
て
い
く
。
こ
れ

が
自
治
体
の
原
発
へ
の
関
与
の
第
二
の
回
路
と
な
る
。
そ
も
そ
も
立

地
自
治
体
と
事
業
者
と
の
間
の
安
全
協
定
は
、
一
九
六
九
年
に
東
電

と
福
島
県
が
最
初
に
結
び
、
そ
の
後
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
安
全
協
定
の
「
法
的
性
質
」
に
つ
い
て
の
評
価
は
確

定
し
て
い
な
い
が

（
（4
（

、
原
発
の
設
置
と
運
営
に
対
す
る
「
地
元
同
意
」

の
象
徴
と
し
て
「
関
係
者
に
と
っ
て
大
変
重
み
の
あ
る
も
の
」
で
あ

る
（
（4
（

。
し
か
も
、
名
称
や
内
容
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
事
故
な
ど
を
踏
ま

え
て
改
定
が
重
ね
ら
れ
、
単
な
る
「
象
徴
」
的
意
味
合
い
を
超
え
、

原
発
稼
働
の
「
事
前
了
解
」
規
定
な
ど
を
備
え
た
も
の
に
な
り
、
実

質
的
な
地
元
自
治
体
同
意
制
を
か
た
ち
づ
く
る
こ
と
に
な
っ
た

（
（4
（

。

こ
の
よ
う
な
安
全
協
定
が
実
際
に
自
治
体
に
よ
る
介
入
手
段
と
し

て
利
用
さ
れ
た
事
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
青

森
県
知
事
が
、
六
ケ
所
村
の
再
処
理
施
設
の
安
全
協
定
の
締
結
を
め

ぐ
っ
て
、
国
と
の
協
議
会
の
設
置
を
実
現
さ
せ
、
協
定
締
結
を
取
引

材
料
に
、
首
相
と
の
会
談
に
こ
ぎ
つ
け
た
事
例
が
あ
る

（
（4
（

。
ま
た
二
〇

〇
二
年
に
、
東
電
な
ど
に
よ
る
原
子
炉
損
傷
隠
蔽
が
発
覚
す
る
と
、

福
島
県
知
事
は
、
原
発
の
再
稼
動
に
抵
抗
し
、
運
転
再
開
の
同
意
に

つ
い
て
「
慣
習
と
し
て
権
限
を
獲
得
」
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
こ
れ

も
他
原
発
の
安
全
協
定
に
波
及
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
（4
（

。

さ
ら
に
二
〇
〇
七
年
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
際
に
は
、
東
電
の
柏

崎
刈
羽
原
発
の
す
べ
て
の
原
子
炉
が
緊
急
停
止
し
た
が
、
新
潟
県
知

事
は
安
全
協
定
を
踏
ま
え
、
運
転
再
開
へ
の
了
解
を
引
き
延
ば
し

た
（
（4
（

。
こ
れ
ら
の
事
例
が
共
通
し
て
示
す
の
は
、
立
地
自
治
体
の
知
事

の
影
響
力
の
強
化
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
地
域
の
代
表
で

あ
る
知
事
の
言
動
は
規
制
以
上
の
重
み
を
持
つ
」
と
い
う
よ
う
な
指

摘
も
あ
る
が

（
（4
（

、
分
権
改
革
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
自
律
性
と
影

響
力
が
強
化
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
事
故
対
応
と
防
災
、
事
業
者
と
の
安
全
協
定
と
い

う
二
つ
の
回
路
で
、
立
地
自
治
体
は
原
発
運
転
へ
の
関
与
を
強
め
て

い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
立
地
自
治
体
は
当
初
の
受
動
的
な
役
割
を
脱

し
、
原
発
の
運
転
に
介
入
す
る
積
極
的
な
役
割
を
演
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
三
）　

原
発
三
〇
キ
ロ
圏
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
の
設
定

二
〇
一
一
年
に
発
生
し
た
東
電
の
福
島
第
一
原
発
の
事
故
は
、
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
と
施
設
外
へ
の
放
射
能
汚
染
を
と
も
な
う
、
旧
ソ
連
の

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
と
同
水
準
の
未
曾
有
の
事
故
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
に
事
故
後
、
広
範
な
法
令
や
制
度
の
改
正
が
お
こ
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
（4
（

。

（法政研究 87－１－６）
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組
織
改
編
と
し
て
は
、
二
〇
一
二
年
六
月
二
〇
日
に
、「
規
制
体

制
の
一
元
化
」
と
「
規
制
と
利
用
の
分
離
」
の
方
針
の
下
、
原
子
力

規
制
委
員
会
設
置
法
が
成
立
し
（
六
月
二
七
日
公
布
）、
同
年
九
月

一
九
日
に
環
境
省
の
外
局
と
し
て
原
子
力
規
制
委
員
会
と
、
そ
の
事

務
局
と
さ
れ
る
原
子
力
規
制
庁
が
発
足
し
た

（
（4
（

。
ま
た
、
こ
の
規
制
委

員
会
の
設
置
に
あ
わ
せ
て
、
原
災
法
や
、「
原
子
炉
等
規
制
法
」

（
（4
（

な

ど
の
関
連
法
令
も
改
編
さ
れ
た

（
（5
（

。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
三
一

日
に
、
原
災
法
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
原
子

力
災
害
対
策
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
を
策
定
し
た

（
（5
（

。
こ
れ
は
、
緊

急
か
つ
過
酷
な
原
発
事
故
が
発
生
し
た
際
に
備
え
る
自
治
体
の
避
難

計
画
な
ど
の
指
針
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
の
事
例
と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
、
原
子
力
災
害
対
策
を
重
点
的
に
実
施
す
る
区
域
と
し
て
、「
緊

急
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ

（
（5
（

）」
が
設
定
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
前
述
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
を
踏
ま
え
、
原

発
か
ら
八
～
一
〇
キ
ロ
圏
が
、
対
策
重
点
地
域
と
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
が
、
一
気
に
三
〇
キ
ロ
圏
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
圏
内

の
自
治
体
は
、「
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）」
を
作
成

し
、
実
施
す
る
責
務
を
負
っ
た

（
（5
（

。
つ
ま
り
、
地
域
に
お
い
て
原
発
の

影
響
を
受
け
る
と
想
定
さ
れ
、
防
災
と
事
故
対
応
に
関
わ
る
自
治
体

が
、
旧
来
の
立
地
自
治
体
の
他
に
、
三
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
と
い
う

か
た
ち
で
増
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
自
治
体
は
、
新

た
な
責
務
に
と
も
な
う
役
割
や
コ
ス
ト
も
負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
り
、
原
発
受
容
態
勢
と
い
う
利
益
誘
導
の
枠
組
み
に
、
積
極
的
に

介
入
す
る
必
要
や
動
機
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
端
的

に
言
え
ば
、
地
元
自
治
体
同
意
制
に
お
け
る
「
地
元
」
の
範
囲
が
問

い
直
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る

（
（5
（

。

さ
ら
に
以
上
の
よ
う
な
三
〇
キ
ロ
圏
の
設
定
が
、
原
発
を
再
稼
働

す
る
と
い
う
前
提
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
も
、
本
稿
の
事
例
分
析
に
お

い
て
見
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
福
島
第

一
原
発
事
故
後
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
発
足
し
た
時
点
に
お
い
て

は
、
旧
民
主
党
政
権
が
脱
原
発
の
方
向
性
に
進
む
姿
勢
を
示
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
政
権
交
代
で
成
立
し
た
安
倍
内
閣
は
、
二
〇
一
四
年

四
月
に
改
定
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
、
基
盤
的
な
電
源
と

し
て
の
位
置
づ
け
を
原
発
に
与
え
、
再
稼
働
の
動
き
を
加
速
さ
せ
た

の
で
あ
る

（
（5
（

。

　
（
四
）　

伊
方
原
発
の
概
要

具
体
的
な
分
析
に
移
る
前
に
、
対
象
と
な
る
伊
方
原
発
の
概
要
に

つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
伊
方
原
発
が
所
在
す
る
の
は
、
愛
媛
県
西

宇
和
郡
伊
方
町
で
、
佐
多
岬
半
島
の
瀬
戸
内
海
側
と
な
る
（
図
参

照
）。
伊
方
町
は
一
九
五
五
年
三
月
に
合
併
で
誕
生
し
た
。
過
疎
化

（87－１－７）
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※内閣府政策統括官（原子力防災担当）・伊方地域原子力防災協議会（2019）『伊方地域の緊急
時対応（全体版）』（https://www8.cao.go.jp/genshiryoku_bousai/keikaku/02_ikata.html）より

表１　　伊方原発の概要

　 １号機 ２号機 ３号機
電気出力 56万６千kw 56万６千kw 89万kw
建設工事開始 1973年６月 1978年２月 1986年11月
運転開始 1977年９月30日 1982年３月19日 1994年12月15日
運転終了 2016年５月10日 2018年５月23日 　

※１、２号機は廃炉決定済みhttps://www.yonden.co.jp/energy/atom/ikata/outline.htmlより

表２　伊方原発の立地自治体・周辺自治体

立地自治体 伊方町、愛媛県
30キロ圏内自治体 八幡浜市、大洲市、西予市、伊予市、宇和島市、

内子町、上関町、山口県
筆者作成
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の
進
展
と
一
次
産
業
不
振
の
打
開
策
と
し
て
、
町
は
一
九
六
九
年
三

月
に
原
発
の
誘
致
活
動
を
開
始
し
、
七
〇
年
九
月
に
建
設
が
決
定
さ

れ
た

（
（5
（

。
伊
方
原
発
は
、
最
終
的
に
三
つ
の
原
子
炉
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
福
島
第
一
原
発
と
は
異
な
る
加
圧
水

型
軽
水
炉
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
は
表
１
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
本
稿
が
検
討
す
る
三
号
機
の
再
稼
働
以
前
の
二
〇
一
二

年
一
月
に
、
伊
方
原
発
は
一
旦
す
べ
て
停
止
し
て
い
る

（
（5
（

。

伊
方
原
発
の
立
地
自
治
体
は
伊
方
町
と
愛
媛
県
で
あ
る
。
ま
た
三

〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
は
、
立
地
自
治
体
を
あ
わ
せ
て
二
県
五
市
三
町

で
あ
る
（
表
２
参
照
）。

な
お
30
キ
ロ
圏
内
自
治
体
に
は
、
山
口
県
と
同
県
上
関
町
も
該
当

す
る
。
た
だ
30
キ
ロ
圏
内
に
含
ま
れ
る
の
は
、
上
関
町
内
の
八
島
と

い
う
離
島
の
一
部
で
あ
り
、
当
該
地
域
に
は
住
民
が
い
な
い

（
（5
（

。
山
口

県
の
防
災
計
画
で
は
、
便
宜
的
に
八
島
全
体
を
対
象
に
し
て
い
る

が
、
山
口
県
お
よ
び
上
関
町
は
、
四
電
と
特
段
の
協
定
を
結
ん
で
い

な
い

（
（5
（

。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
両
自
治
体
を
検
討
の
対
象
と
し
な

い
。

二　

地
元
自
治
体
同
意
制
改
編
期
の
検
討

　
（
一
）　

三
〇
キ
ロ
圏
内
非
立
地
自
治
体
に
よ
る
問
題
提
起

伊
方
原
発
に
お
い
て
は
一
号
機
の
運
転
開
始
の
前
年
に
あ
た
る
一

九
七
六
年
に
、
立
地
自
治
体
で
あ
る
愛
媛
県
お
よ
び
伊
方
町
と
四
電

と
の
間
で
安
全
協
定
が
締
結
さ
れ
た

（
（6
（

。
ま
た
、
四
電
と
の
直
接
的
な

取
決
め
で
は
な
い
が
、
伊
方
町
と
隣
接
し
、
全
市
域
が
原
発
か
ら
三

〇
キ
ロ
圏
内
に
入
る
八
幡
浜
市
と
県
の
「
確
約
書
」
に
も
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
六
年
に
伊
方
原
発
へ
の
プ
ル
サ
ー

マ
ル

（
（6
（

の
導
入
を
県
が
了
解
し
た
際
に
締
結
さ
れ
た
。
四
電
と
県
の
安

全
協
定
の
運
用
は
八
幡
浜
市
の
意
向
に
配
慮
す
る
と
さ
れ
、
例
え
ば

県
が
伊
方
原
発
を
立
ち
入
り
調
査
す
る
際
に
は
、
同
市
職
員
も
同
行

で
き
る
と
さ
れ
た

（
（6
（

。
つ
ま
り
八
幡
浜
市
は
、
四
電
と
県
の
安
全
協
定

を
媒
介
に
、
間
接
的
に
四
電
と
の
関
係
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
て
原
発
運
転
へ
の
関
心
が
高
ま
る

と
、
そ
の
八
幡
浜
市
か
ら
、
四
電
と
の
直
接
的
な
取
決
め
を
求
め
る

動
き
が
出
て
き
た
。
す
な
わ
ち
福
島
第
一
原
発
事
故
直
後
の
二
〇
一

一
年
三
月
一
五
日
の
市
議
会
で
、
市
長
が
「
市
民
の
安
全
を
守
る
の

は
重
大
な
責
務
。
従
来
の
枠
組
み
を
検
証
し
、
不
十
分
な
ら
原
発
隣

接
自
治
体
と
し
て
の
発
言
の
場
を
確
保
し
た
い
」
と
述
べ
た
の
で
あ

る
（
（6
（

。
そ
し
て
三
月
三
一
日
に
市
と
市
議
会
は
、
四
電
の
原
子
力
副
本

部
長
ら
を
呼
び
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
際
、
市
議
会
議
長
は
「
協
定

（87－１－９）
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締
結
を
強
く
要
請
す
る
」
と
述
べ
、
そ
れ
に
対
し
副
本
部
長
は
「
当

事
者
（
県
、
伊
方
町
）
が
お
り
、
す
ぐ
に
返
事
は
で
き
な
い
」
と
応

じ
て
い
る

（
（6
（

。

四
月
三
〇
日
に
四
電
は
、
伊
方
原
発
三
号
機
の
送
電
を
停
止
し
、

福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
初
め
て
の
定
期
検
査
を
開
始
し
た

（
（6
（

。
こ
の

三
号
機
の
定
期
検
査
明
け
の
再
稼
働
に
つ
い
て
、
関
心
が
集
ま
る
な

か
、
さ
ら
に
八
幡
浜
市
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
く

（
（6
（

。
ま
ず
五
月

二
三
日
に
地
元
紙
の
取
材
に
対
し
、
定
期
検
査
中
の
伊
方
原
発
三
号

機
の
運
転
再
開
の
是
非
に
つ
い
て
、
市
の
同
意
が
必
要
と
の
認
識
を

市
長
が
初
め
て
示
し
た

（
（6
（

。
ま
た
六
月
二
三
日
に
は
市
議
会
が
、
議
長

を
除
く
全
市
議
で
構
成
さ
れ
、
伊
方
原
発
の
安
全
対
策
な
ど
を
協
議

す
る
「
原
子
力
発
電
安
全
防
災
対
策
特
別
委
員
会
」
の
設
置
を
決
定

し
た

（
（6
（

。
市
議
会
議
長
は
、「
原
発
運
転
へ
の
発
言
力
を
確
保
す
る
た

め
の
具
体
策
を
検
討
」
す
る
と
し
、「
安
全
協
定
と
同
等
の
権
限
を

確
保
す
る
た
め
の
方
策
も
協
議
す
る
見
込
み
」
と
述
べ
た

（
（6
（

。
さ
ら
に

市
議
会
は
六
月
二
三
日
に
、
四
電
と
立
地
自
治
体
で
あ
る
県
お
よ
び

伊
方
町
が
結
ぶ
安
全
協
定
に
、
同
市
の
参
加
を
求
め
る
こ
と
を
盛
り

込
ん
だ
四
電
あ
て
の
「
要
請
書
」
を
全
会
一
致
で
可
決
す
る
。
ま

た
、
伊
方
原
発
の
安
全
対
策
や
避
難
道
と
な
る
地
域
高
規
格
道
路
の

早
期
完
成
を
求
め
る
衆
議
院
議
長
や
首
相
あ
て
の
意
見
書
も
、
あ
わ

せ
て
可
決
し
、
七
月
一
日
に
は
要
請
書
を
四
電
に
提
出
し
た

（
（7
（

。
そ
の

際
、
市
議
会
議
長
は
「
現
時
点
で
市
民
の
不
安
は
解
消
さ
れ
て
い
な

い
。
市
と
し
て
も
（
安
全
協
定
締
結
で
）
発
言
力
を
持
つ
べ
き
だ
」

と
重
ね
て
述
べ
て
い
る

（
（7
（

。
た
だ
他
方
で
、
市
長
は
同
時
期
に
、「
四

電
と
県
、
伊
方
町
が
結
ぶ
安
全
協
定
は
、
原
発
建
設
計
画
当
初
か
ら

積
み
上
げ
て
き
た
も
の
で
、
そ
こ
に
入
る
の
は
相
手
も
あ
る
の
で
難

し
い
。
だ
が
市
民
の
安
全
安
心
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
行
政
が
市

民
の
声
を
四
電
に
届
け
、
協
議
で
き
る
場
が
必
要
だ
ろ
う
」（

（7
（

と
述
べ

て
お
り
、
議
会
と
の
微
妙
な
姿
勢
の
違
い
が
顕
に
な
っ
た
。

結
局
、
定
期
検
査
明
け
の
三
号
機
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
七
月

八
日
に
四
電
が
、「
現
段
階
で
は
県
と
伊
方
町
の
同
意
が
得
ら
れ
な

い
と
判
断
」
し
た
と
し
て
、
見
送
り
を
発
表
し
た
。
な
お
、
こ
の
決

定
は
立
地
自
治
体
の
み
な
ら
ず
八
幡
浜
市
、
大
洲
市
、
西
予
市
に
も

連
絡
さ
れ
た

（
（7
（

。
そ
の
こ
と
は
、
四
電
が
、
立
地
自
治
体
外
の
周
辺
自

治
体
に
対
し
、
配
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と

を
示
唆
す
る
。

　
（
二
）　

関
係
設
定
の
調
整
過
程
と
具
体
化

八
幡
浜
市
の
動
き
が
先
行
し
た
が
、
他
の
周
辺
自
治
体
で
も
伊
方

原
発
お
よ
び
四
電
と
の
取
決
め
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
例
え
ば
二

〇
一
一
年
五
月
一
八
日
に
は
、
伊
方
町
を
除
く
、
伊
方
原
発
三
〇
キ

ロ
圏
内
の
六
市
町
（
伊
予
市
、
内
子
町
、
大
洲
市
、
八
幡
浜
市
、
西

（法政研究 87－１－10）
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予
市
、
宇
和
島
市
）
の
首
長
ら
が
「
原
子
力
発
電
に
関
す
る
勉
強
会
」

を
大
洲
市
主
催
で
開
催
し
、
約
八
〇
人
が
参
加
し
て
い
る

（
（7
（

。

さ
ら
に
、
国
の
新
し
い
原
子
力
防
災
指
針
に
三
〇
キ
ロ
圏
の
設
定

を
含
む
見
通
し
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
、
四
電
と
の
関
係
設
定

に
関
す
る
議
論
は
加
速
す
る
こ
と
に
な
る
。
二
〇
一
二
年
八
月
三
日

に
は
、
八
幡
浜
市
、
大
洲
市
、
西
予
市
の
市
長
が
、
四
電
に
原
子
力

安
全
協
定
の
締
結
を
申
し
入
れ
た

（
（7
（

。
前
述
の
よ
う
に
八
幡
浜
市
は
全

域
が
三
〇
キ
ロ
圏
内
で
あ
り
、
大
洲
市
は
人
口
の
約
九
割
（
約
四
万

四
千
人
）、
西
予
市
は
人
口
の
約
七
割
（
約
三
万
人
）
が
三
〇
キ
ロ

圏
内
に
居
住
し
て
い
た

（
（7
（

。
申
し
入
れ
で
は
、「
万
が
一
、
伊
方
原
発

で
過
酷
な
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
福
島
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

立
地
町
で
あ
る
伊
方
町
を
は
じ
め
、
わ
れ
わ
れ
の
自
治
体
に
お
い
て

も
非
常
に
厳
し
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
壊
滅
的
な
被
害
が
発
生
す

る
」
と
述
べ
て
い
る

（
（7
（

。
ま
た
、
申
し
入
れ
後
に
、
市
長
ら
は
、
県
庁

を
訪
問
し
、
県
の
「
支
援
」
も
要
請
し
て
い
る

（
（7
（

。
前
述
の
よ
う
に
、

す
で
に
県
は
八
幡
浜
市
と
の
「
確
約
書
」
と
い
う
か
た
ち
で
「
仲
介

者
」
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
周
辺
基
礎

自
治
体
は
、
県
の
介
入
を
期
待
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

他
方
で
立
地
基
礎
自
治
体
で
あ
る
伊
方
町
は
、
そ
の
よ
う
な
動
き

を
、
け
ん
制
す
る
か
の
よ
う
な
姿
勢
を
見
せ
る
。
伊
方
町
長
は
前
述

の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
、「
県
、
町
、
四
電
の
安
全
協
定
は
長
年
の

歴
史
が
あ
り
、
ほ
か
の
自
治
体
が
加
わ
る
の
は
反
対
。
そ
れ
と
は
別

に
締
結
す
る
の
で
あ
れ
ば
と
や
か
く
言
う
立
場
に
は
な
い
」
と
述
べ

た
（
（7
（

。
ま
た
四
電
も
「「
地
元
」
の
範
囲
を
広
げ
た
く
な
い
思
惑
」
を

持
っ
て
い
る
と
地
元
紙
は
指
摘
し
て
い
た

（
（8
（

。

最
終
的
に
、
前
述
の
申
し
入
れ
を
お
こ
な
っ
た
八
幡
浜
市
、
大
洲

市
、
西
予
市
は
、
県
や
四
電
と
伊
方
原
発
の
安
全
確
保
に
関
す
る

「
覚
書
」
を
九
月
五
日
に
締
結
し
た
。
県
庁
で
お
こ
な
わ
れ
た
調
印

に
は
、
各
市
長
、
知
事
、
四
電
社
長
が
出
席
し
、
伊
方
町
長
も
立
ち

会
っ
た

（
（8
（

。
締
結
さ
れ
た
覚
書
と
既
存
の
安
全
協
定
の
主
要
な
論
点
に

関
す
る
比
較
は
表
３
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
に
周
辺
自
治
体
の
要
求

は
、
立
地
自
治
体
と
四
電
の
安
全
協
定
と
は
別
の
か
た
ち
で
具
体
化

さ
れ
、
か
つ
内
容
に
は
差
が
設
け
ら
れ
た
。
第
二
に
周
辺
自
治
体
の

間
に
も
、
具
体
化
さ
れ
た
内
容
に
差
が
つ
け
ら
れ
た
。
第
三
に
周
辺

自
治
体
の
要
求
は
、
県
と
四
電
の
安
全
協
定
を
利
用
し
、
県
を
媒
介

と
し
て
実
現
さ
れ
た
。
つ
ま
り
県
が
、
前
述
の
よ
う
な
緊
張
関
係
を

前
提
に
、
関
連
主
体
間
に
区
別
を
設
け
、
か
つ
県
が
便
宜
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
主
体
の
「
納
得
」
を
と
り
つ
け
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

第
一
の
点
に
つ
い
て
、
調
印
の
日
に
伊
方
町
長
が
「
町
と
県
、
四

電
で
結
ぶ
安
全
協
定
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、
崩
す
こ
と
は
だ
め
だ
と

県
に
お
願
い
し
た
。
三
市
に
も
理
解
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
述
べ
て

（87－１－11）
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い
る

（
（8
（

。
前
述
し
た
よ

う
に
、
伊
方
町
は
既

存
の
安
全
協
定
が
改

変
さ
れ
る
こ
と
を
、

か
な
り
頑
な
に
拒

ん
で
い
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
例
え
ば
八
幡
浜

市
長
が
、
四
電
へ
の

申
し
入
れ
の
際
に
、

四
電
と
伊
方
町
お
よ

び
県
の
既
存
の
安
全

協
定
に
つ
い
て
、「
長

い
歴
史
が
あ
り
、
踏

み
込
む
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
」と
述
べ
、

別
の
枠
組
み
を
示
唆

し
て
い
た
の
は
、
妥

協
点
を
求
め
る
姿
勢

で
あ
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う

（
（8
（

。

ま
た
第
二
の
点
に

つ
い
て
も
、
申
し
入
れ
の
際
に
、
す
で
に
西
予
市
長
は
、「
三
市
で

異
な
る
（
協
定
に
な
る
）
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上

で
一
緒
に
協
議
を
進
め
る
」
と
述
べ
て
い
た

（
（8
（

。
前
述
の
よ
う
に
八
幡

浜
市
は
、
す
で
に
県
と
の
間
で
確
約
書
を
交
わ
し
て
お
り
、「
準
立

地
自
治
体
」

（
（8
（

と
見
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
大
洲
市
長
は
「（
八
幡
浜
市

と
）
同
じ
で
な
く
と
も
、
市
民
に
安
全
対
策
が
提
供
で
き
れ
ば
よ
い
」

と
の
考
え
を
示
し
て
い
た
し
、
西
予
市
長
も
「
覚
書
の
締
結
は
市
民

の
安
心
感
の
一
助
に
な
る
も
の
だ
と
思
う
」
と
話
し
て
い
た
。
そ
も

そ
も
首
長
の
次
元
で
は
、
四
電
と
覚
書
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
自
体
に

力
点
が
お
か
れ
、
伊
方
町
や
八
幡
浜
市
と
の
内
容
の
違
い
が
問
題
に

は
な
ら
な
か
っ
た
と
も
言
え
る

（
（8
（

。

さ
ら
に
第
三
の
点
に
つ
い
て
、
覚
書
に
お
け
る
立
ち
入
り
調
査
に

関
す
る
規
定
は
、
従
前
の
八
幡
浜
市
と
県
の
確
約
書
で
規
定
さ
れ
て

い
た
内
容
と
同
一
で
あ
る

（
（8
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
規
定
に
関
し
て
は
、

八
幡
浜
市
と
県
の
「
実
績
」
を
踏
ま
え
、
新
た
に
周
辺
の
二
市
に
対

象
を
「
拡
張
」
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
重
要
施
設
の
変
更
や
廃
止
に
関
す
る
事
前
協
議
の
際
、
県

が
八
幡
浜
市
に
意
見
を
照
会
す
る
と
い
う
規
定
に
つ
い
て
、
八
幡
浜

市
議
会
の
原
子
力
発
電
安
全
防
災
対
策
特
別
委
員
会
で
は
「
八
幡
浜

市
の
主
張
が
県
や
伊
方
町
と
違
っ
た
場
合
、（
事
前
了
解
の
権
限
が

な
い
市
の
意
見
は
）
く
み
取
っ
て
も
ら
え
る
の
か
」
と
い
う
発
言
が

（法政研究 87－１－12）

表３　伊方原発に関する安全協定・覚書の比較
　 重要施設の変更や廃止 立ち入り調査
県・伊方町安全協定 事前協議と自治体側の了解が

必要
必要と認められるときは立ち
入り調査を実施できる

八幡浜市覚書 事前協議の際は県が市に意見
を求める
市は四国電力に説明を求める
ことができる

異常が発生したと認められる
際は、県に立ち入り調査を要
請でき、市職員を同行させる
ことができる

大洲市・西予市覚書 事前協議の際、県は両市に通
知する

※『愛媛新聞』（2012年８月29日）にもとづき作成
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あ
っ
た

（
（8
（

。
し
か
し
市
長
は
「
市
民
の
思
い
を
四
電
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
大
き
な
一
歩
だ
と
確
信
し
て
い
る
」
と
の
み
述
べ
、
他
方
で

知
事
は
「
八
幡
浜
市
に
は
必
ず
意
見
を
聞
く
。（
ど
の
程
度
反
映
す

る
か
は
）
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
判
断
す
る
」
と
述
べ
て
い

る
（
（8
（

。
つ
ま
り
、
規
定
の
実
効
性
に
つ
い
て
疑
問
の
余
地
が
残
る
も
の

の
、
形
式
的
に
は
意
見
表
明
の
機
会
を
保
障
し
て
い
る
点
に
意
義
を

見
出
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
結
果
、
立
地
自
治
体
で
あ
る
伊
方
町
を
除
く
愛
媛
県
下
三

〇
キ
ロ
圏
内
の
基
礎
自
治
体
の
う
ち
、
八
幡
浜
市
、
大
洲
市
、
西
予

市
は
、
新
た
に
四
電
と
の
覚
書
を
介
し
て
直
接
の
関
係
を
も
つ
こ
と

と
な
っ
た
。
他
方
で
、
残
る
三
〇
キ
ロ
圏
内
の
伊
予
市
、
宇
和
島
市
、

内
子
町
は
、
四
電
と
の
直
接
の
関
係
を
つ
く
れ
な
か
っ
た
が
、
た
だ

傍
観
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
前
述
の
三
市
に
よ
る
申
し
入

れ
が
お
こ
な
わ
れ
た
直
後
の
八
月
一
三
日
に
、
二
市
一
町
の
担
当
者

が
県
の
原
子
力
安
全
対
策
課
を
訪
ね
、
先
行
す
る
三
市
の
動
向
や
県

の
考
え
方
を
確
認
し
て
い
る

（
（9
（

。
と
こ
ろ
が
詳
細
は
不
明
だ
が
、
結
果

と
し
て
、
こ
の
動
き
は
、
そ
の
後
立
ち
消
え
に
な
っ
て
い
る
。
前
述

の
九
月
五
日
の
調
印
式
の
際
に
、
こ
れ
ら
覚
書
な
ど
未
締
結
自
治
体

に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
知
事
は
、「
県
が
代
表
し
て（
協
定
を
）結
び
、

そ
の
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
視
点
も
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
た

（
（9
（

。
県
が
県
下
の
自
治
体
を
「
代
表
」
し
て
安
全
協
定
を
結
ん
で

い
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
県
は
、
こ
の
論
理
を
前
提

に
、
人
口
の
分
布
や
地
理
的
条
件
、
ま
た
対
象
自
治
体
側
の
動
き
を

勘
案
し
て
、
四
電
と
の
取
決
め
を
仲
介
す
る
三
市
と
、
そ
う
で
な
い

残
り
の
二
市
一
町
に
、
三
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
を
区
分
し
た
の
だ
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

三　

再
稼
働
同
意
手
続
き
の
検
討

　
（
一
）　

同
意
の
環
境
形
成

二
〇
一
三
年
七
月
八
日
に
、
四
電
は
伊
方
原
発
三
号
機
の
再
稼
働

に
向
け
た
安
全
審
査
を
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
申
請
し
、
県
と
伊

方
町
に
安
全
協
定
に
基
づ
く
事
前
協
議
を
申
し
入
れ
た
。
知
事
は

「
再
稼
働
を
決
断
す
る
の
は
国
。
そ
れ
か
ら
地
元
が
ど
う
す
る
か
手

続
き
を
す
る
。
現
段
階
で
は
白
紙
」
と
述
べ
た

（
（9
（

。
ま
た
七
月
一
一
日

に
四
電
社
長
は
八
幡
浜
市
、
大
洲
市
、
西
予
市
を
訪
れ
、
伊
原
発
方

三
号
機
の
安
全
審
査
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
申
請
し
た
と
各
市
長

に
直
接
報
告
し
た
。
社
長
は
「
周
辺
三
市
と
の
覚
書
が
あ
り
、
私
か

ら
直
接
あ
い
さ
つ
に
来
た
」
と
説
明
し
、
再
稼
働
前
に
三
市
の
意
見

を
聞
く
か
と
の
質
問
に
、「
そ
れ
は
県
知
事
が
や
る
こ
と
だ
」
と
答

え
て
い
る

（
（9
（

。
な
お
伊
方
原
発
三
号
機
と
同
時
に
申
請
し
た
の
は
、
北

海
道
電
力
の
泊
原
発
一
～
三
、
関
西
電
力
高
浜
原
発
三
、
四
号
機
お

（87－１－13）
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よ
び
大
飯
原
発
三
、
四
号
機
、
九
州
電
力
川
内
原
発
一
、
二
号
機
で

あ
り
、
数
日
遅
れ
て
、
九
州
電
力
玄
海
原
発
三
、
四
号
機
が
さ
ら
に

申
請
し
た
。
原
子
力
規
制
委
員
会
は
順
番
に
審
査
す
る
こ
と
を
決

め
、
川
内
原
発
が
優
先
審
査
の
対
象
と
な
っ
た

（
（9
（

。
そ
の
た
め
伊
方
原

発
三
号
機
の
再
稼
働
へ
の
関
心
は
、
一
時
停
滞
す
る
。

し
か
し
二
〇
一
五
年
四
月
一
四
日
に
四
電
が
、
伊
方
原
発
三
号
機

の
再
稼
働
の
前
提
と
な
る
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
の
補
正
申
請
書
を

原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
、
同
委
員
会
が
審
査
書
案
の
作
成
に

着
手
す
る
と
、
あ
ら
た
め
て
再
稼
働
の
「
同
意
」
手
続
き
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
た

（
（9
（

。
さ
っ
そ
く
四
月
二
二
日
に
、
県
の
伊
方
原
発
環
境
安

全
管
理
委
員
会
の
原
子
力
安
全
専
門
部
会
が
、
伊
方
原
発
の
現
地
調

査
を
お
こ
な
っ
た

（
（9
（

。
こ
の
委
員
会
の
会
長
は
副
知
事
で
、
八
幡
浜
市

長
と
市
議
会
議
長
、
伊
方
町
長
と
町
議
会
議
長
、
農
漁
協
な
ど
の
団

体
代
表
や
各
種
専
門
家
で
構
成
さ
れ
て
お
り

（
（9
（

、
専
門
部
会
は
技
術
的

な
問
題
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
部
会
長
は
調
査
後
に
国
の
新

規
制
基
準
を
三
号
機
が
「
お
お
む
ね
ク
リ
ア
で
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
認
識
し
て
い
る
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。
最
終
的
に
三
号
機

が
審
査
に
「
合
格
」
す
れ
ば
、
専
門
部
会
は
規
制
委
員
会
か
ら
説
明

を
受
け
て
部
会
と
し
て
の
検
証
結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た

（
（9
（

。

五
月
二
〇
日
に
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
伊
方
原
発
三
号
機
の
再

稼
働
の
前
提
と
な
る
審
査
書
案
を
了
承
し
た

（
（9
（

。
知
事
は
「
審
査
が
最

終
段
階
に
進
ん
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
科
学
的
・
技
術
的
な

意
見
募
集
の
後
、
最
終
的
な
判
断
が
な
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
、
判

断
に
至
っ
た
場
合
は
、
県
伊
方
原
発
環
境
安
全
管
理
委
員
会
原
子
力

安
全
専
門
部
会
で
根
拠
な
ど
を
含
め
国
か
ら
説
明
を
受
け
、
県
と
し

て
安
全
性
を
確
認
し
た
い
」
述
べ
た

（
（10
（

。
県
は
国
の
審
査
結
果
を
、
自

前
の
組
織
で
「
検
証
」
す
る
方
針
だ
っ
た
。
ま
た
知
事
は
五
月
二
八

日
の
会
見
で
、
県
が
四
電
に
独
自
に
求
め
て
い
る
「
お
お
む
ね
千
ガ

ル
の
揺
れ
に
機
器
な
ど
が
耐
え
ら
れ
る
か
」
の
確
認
を
、
重
要
な
判

断
材
料
の
一
つ
と
す
る
考
え
も
示
し
た
。
こ
の「
お
お
む
ね
千
ガ
ル
」

と
は
、
伊
方
原
発
で
旧
来
設
定
し
て
い
た
基
準
地
震
動
（
想
定
さ
れ

る
最
大
の
揺
れ
）
五
七
〇
ガ
ル
の
「
二
倍
」
と
し
て
、
県
が
独
自
に

四
電
に
実
現
を
要
請
し
た
も
の
で

（
（10
（

、
伊
方
原
発
に
県
が
「
上
乗
せ
」

し
た
安
全
基
準
と
言
え
る
。
さ
ら
に
再
稼
働
の
是
非
の
判
断
に
つ
い

て
は
、「
安
全
性
や
必
要
性
を
含
む
国
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
か
ら
」

と
「
白
紙
」
を
あ
ら
た
め
て
強
調
。
国
か
ら
要
請
を
受
け
れ
ば
「
最

終
責
任
を
負
う
国
が
ど
の
く
ら
い
の
決
意
で
臨
ん
で
い
る
か
明
確
に

し
、
県
民
に
報
告
す
る
」
と
し
た
。
そ
し
て
、
市
町
議
会
や
県
議
会

の
議
論
、
関
連
首
長
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
挙
げ
、「
い
ろ
い
ろ
な

ス
テ
ー
ジ
で
出
て
き
た
議
論
を
鳥
瞰
（
ち
ょ
う
か
ん
）
図
的
に
見
な

が
ら
決
め
る
」
と
述
べ
た

（
（10
（

。
こ
の
発
言
は
、
立
地
広
域
自
治
体
と
し

（法政研究 87－１－14）
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て
調
整
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
県
の
立
場
を
反
映
し
た
も
の
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

基
礎
自
治
体
の
反
応
と
し
て
は
、
立
地
自
治
体
で
あ
る
伊
方
町
の

町
長
が
、
再
稼
働
の
「
同
意
」
に
つ
い
て
「
安
全
審
査
の
正
式
決
定

を
経
て
国
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
後
、
議
会
や
町
環
境
監
視
委
員
会
の

意
見
を
集
約
し
て
判
断
す
る
」
と
従
来
の
見
解
を
く
り
か
え
し
た
。

覚
書
を
結
ん
で
い
る
三
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
と
し
て
の
八
幡
浜
市

は
、
市
と
し
て
の
コ
メ
ン
ト
で
、
再
稼
働
に
「
市
の
意
向
は
反
映
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
判
断
が
必
要
と
な
る
節
目
に
は
県
に
伝
え
る
」

と
し
て
い
る
。
同
じ
く
覚
書
を
結
ん
で
い
る
大
洲
市
の
市
長
は
、
再

稼
働
は
「
県
が
大
洲
市
を
は
じ
め
近
隣
市
町
の
意
見
を
踏
ま
え
、
総

合
的
に
判
断
す
る
」
と
の
見
解
を
示
し
、
西
予
市
は
市
と
し
て
の
コ

メ
ン
ト
で
「
市
と
し
て
同
意
す
る
し
な
い
で
は
な
く
、
県
に
意
見
聴

取
し
て
も
ら
い
、（
意
見
を
）
反
映
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
表
明
し
た

（
（10
（

。

再
稼
働
を
前
提
に
、
防
災
体
制
づ
く
り
も
並
行
す
る
。
六
月
二
日

に
知
事
と
県
議
会
議
長
は
東
京
の
原
子
力
規
制
庁
と
経
済
産
業
省

（
以
下
、「
経
産
省
」
と
略
称
）
を
訪
ね
、
規
制
庁
長
官
と
経
済
産
業

大
臣
（
以
下
、「
経
産
相
」
と
略
称
）
に
伊
方
原
発
の
安
全
対
策
強

化
や
原
子
力
防
災
対
策
の
充
実
や
強
化
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し

た
（
（10
（

。
経
産
省
で
知
事
は
「
原
子
力
政
策
を
つ
か
さ
ど
る
国
が
再
稼
働

の
判
断
を
す
る
場
合
、
責
任
の
あ
る
方
針
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
経
産
相
は
「
規
制
委
の
厳
し
い
基
準
に
適
合

し
、
合
格
し
た
と
こ
ろ
は
再
稼
働
さ
せ
て
い
く
方
針
。
地
元
の
理
解

は
大
変
大
事
で
、
国
と
し
て
責
任
あ
る
対
応
を
し
て
い
き
た
い
」
と

答
え
た

（
（10
（

。
ま
た
県
は
、
伊
方
原
発
で
の
重
大
事
故
に
備
え
修
正
し
た

広
域
避
難
計
画
を
六
月
一
五
日
に
発
表
し
た
。
計
画
で
は
、
伊
方
原

発
以
西
の
佐
多
岬
半
島
の
住
民
約
五
千
人
の
う
ち
、
六
割
の
約
三
千

人
が
大
分
県
へ
避
難
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。
大
分
県
下
の
全

一
八
市
町
村
を
受
け
入
れ
先
と
し
、
避
難
先
候
補
の
学
校
な
ど
二
六

九
施
設
も
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た

（
（10
（

。
こ
れ
は
六
月
一
〇
日
に
愛
媛
県
庁

で
お
こ
な
わ
れ
た
、
伊
方
原
発
で
の
重
大
事
故
に
備
え
る
四
国
四
県

と
広
島
、
山
口
、
大
分
の
七
県
に
よ
る
原
子
力
防
災
広
域
連
携
推
進

会
議
で
の
合
意
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た

（
（10
（

。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
関
連
基
礎
自
治
体
の
議
会
で
は
、
再
稼

働
を
め
ぐ
る
請
願
や
陳
情
を
め
ぐ
る
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。

八
幡
浜
市
議
会
で
は
、
六
月
一
九
日
に
伊
方
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
な

い
よ
う
国
や
県
に
求
め
る
請
願
を
採
決
し
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と

し
た
。
同
趣
旨
の
請
願
が
二
件
で
、
ひ
と
つ
は
賛
成
六
、
反
対
九

で
、
も
う
ひ
と
つ
は
賛
成
七
、
反
対
八
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
に
つ

い
て
市
議
会
議
長
は
「
賛
否
が
拮
抗
（
き
っ
こ
う
）
し
て
お
り
、
各

議
員
悩
ん
だ
結
果
だ
と
思
う
。
議
会
と
し
て
再
稼
働
に
賛
成
し
た
と

は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、
市
長
は
「
国
が
（
伊
方
三

（87－１－15）
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号
機
の
）
審
査
を
し
て
い
る
中
で
、
市
議
会
が
判
断
す
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
考
え
で
の
不
採
択
だ
と
捉
え
て
い
る
」
と
述
べ
た

（
（10
（

。
ま
た

三
〇
キ
ロ
圏
内
に
あ
り
な
が
ら
も
、
四
電
や
県
と
覚
書
な
ど
を
結
ば

な
か
っ
た
伊
予
市
の
議
会
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起
き
て
も

安
全
と
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
伊
方
原
発
を
再
稼

働
さ
せ
な
い
よ
う
国
に
求
め
る
意
見
書
採
択
の
陳
情
を
、
六
月
二
五

日
に
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
た

（
（10
（

。
立
地
自
治
体
で
あ
る
伊
方
町
の

議
会
で
は
、
六
月
二
三
日
に
伊
方
原
発
三
号
機
の
再
稼
働
を
求
め
る

陳
情
二
件
と
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起
き
て
も
安
全
が
保
障
さ

れ
る
ま
で
伊
方
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
な
い
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳

情
一
件
を
上
程
し
、
原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会
へ
付
託
し
た
。

再
稼
働
を
求
め
る
陳
情
は
、
伊
方
町
商
工
業
協
同
組
合
と
同
組
合
旅

館
民
宿
部
会
か
ら
四
月
に
受
理
し
た
も
の
で
、「
伊
方
原
発
は
地
域

を
支
え
る
重
要
産
業
で
、
運
転
停
止
の
影
響
は
甚
大
だ
」
な
ど
と
し

て
早
期
の
再
稼
働
を
求
め
て
い
る
。
前
述
の
他
自
治
体
と
異
な
り
、

立
地
自
治
体
に
お
け
る
再
稼
働
を
め
ぐ
る
請
願
の
処
理
は
、「
同
意
」

に
直
接
結
び
つ
く
も
の
と
な
る
。
議
会
事
務
局
な
ど
に
よ
る
と
、
再

稼
働
に
関
す
る
陳
情
を
上
程
し
た
の
は
、
伊
方
原
発
全
基
が
運
転
停

止
し
た
二
〇
一
二
年
一
月
以
降
初
め
て
で
あ
っ
た

（
（11
（

。

県
議
会
に
お
い
て
も
動
き
が
顕
著
に
な
る
。
七
月
二
日
に
は
県
議

会
が
、
伊
方
原
発
の
再
稼
働
問
題
な
ど
を
審
査
す
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

危
機
管
理
対
策
」
の
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
決
議
案
を
可
決
し
、

委
員
会
を
構
成
し
た
。
最
大
会
派
の
自
民
が
過
半
数
の
七
人
、
再
稼

働
に
反
対
す
る
社
民
党
と
共
産
党
で
二
人
の
ほ
か
に
、
伊
方
町
を
含

む
八
幡
浜
市
・
西
宇
和
郡
区
（
定
数
二
）
か
ら
選
出
の
愛
媛
維
新
の

会
と
無
会
派
の
二
人
も
委
員
に
専
任
さ
れ
た

（
（11
（

。
そ
の
上
で
、
同
委
員

会
に
は
同
日
に
、
愛
媛
経
済
同
友
会
と
県
商
工
会
議
所
連
合
会
に
よ

る
早
期
再
稼
働
を
求
め
る
請
願
二
件
が
付
託
さ
れ
た
。
県
議
会
事
務

局
に
よ
れ
ば
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
伊
方
原
発
の
再

稼
働
を
求
め
る
請
願
の
提
出
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
請
願

も
紹
介
議
員
は
前
県
議
会
議
長
の
自
民
党
県
連
総
務
会
長
と
、
自
民

党
県
連
政
調
会
長
、
な
ら
び
に
愛
媛
維
新
の
会
代
表
の
三
人
で
あ
っ

た
（
（11
（

。
こ
の
請
願
の
処
理
は
、
伊
方
町
議
会
の
場
合
と
同
様
に
、
県
の

「
同
意
」
手
続
き
の
口
火
と
な
り
う
る
も
の
だ
と
言
え
る
。
そ
れ
ゆ

え
六
月
定
例
議
会
が
閉
会
す
る
七
月
八
日
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
危
機

管
理
対
策
特
別
委
員
会
は
、
そ
れ
ら
の
請
願
の
継
続
審
査
を
賛
成
多

数
で
決
定
し
た

（
（11
（

。

　
（
二
）　

同
意
手
続
き
の
進
行

二
〇
一
五
年
七
月
一
五
日
に
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
伊
方
原
発

三
号
機
が
新
規
制
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
す
る
「
審
査
書
」
を
決

定
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
に
よ
り
伊
方
原
発
三
号
機
の
安
全
基
準

（法政研究 87－１－16）
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適
合
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
焦
点
は
立
地
地
域
に
お
け
る

「
同
意
」
手
続
き
へ
と
移
行
し
た
。
知
事
は
、「
ま
だ
再
稼
働
に
つ
い

て
国
か
ら
具
体
的
な
要
請
を
頂
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
技
術
的
な
新

規
制
基
準
へ
の
対
応
が
で
き
て
い
る
と
国
の
レ
ベ
ル
で
確
認
で
き
た

と
い
う
こ
と
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
子
力
政
策
の
最
終
責
任
を
負
う
国

の
判
断
が
先
で
、
県
か
ら
働
き
掛
け
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
述
べ
、

国
の
責
任
を
明
確
に
さ
せ
る
姿
勢
を
示
し
た
。
他
方
で
伊
方
町
長

は
「
新
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
伊
方
原
発
三

号
機
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
と
受
け
止
め
て
い
る
。
国
か
ら
要
請

が
あ
れ
ば
町
議
会
や
町
環
境
監
視
委
員
会
の
意
見
を
最
終
的
に
集
約

し
、
再
稼
働
の
是
非
を
判
断
す
る
。
住
民
説
明
会
の
開
催
は
考
え
て

い
な
い
」
と
述
べ
、
再
稼
働
へ
の
「
同
意
」
の
手
続
き
と
し
て
、
議

会
と
行
政
の
審
議
会
で
の
判
断
を
重
視
す
る
姿
勢
を
示
し
た

（
（11
（

。

七
月
一
六
日
に
は
三
〇
キ
ロ
圏
内
の
五
市
町
（
宇
和
島
市
、
大
洲

市
、
伊
予
市
、
西
予
市
、
内
子
町
）
の
首
長
が
、「
多
く
の
住
民
が

原
子
力
災
害
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
」
と
し
て
国
や
県
の
考
え
方
を

地
域
で
説
明
す
る
よ
う
、
知
事
に
要
望
し
た
。
具
体
的
に
は
、
原
子

力
規
制
委
員
会
・
経
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
・
内
閣
府
・
四
電
か

ら
の
説
明
、
県
の
厳
格
な
安
全
確
認
と
結
果
の
説
明
、
最
終
的
に
再

稼
働
問
題
を
判
断
す
る
前
に
お
け
る
知
事
と
五
市
町
長
と
の
意
見
交

換
を
お
こ
な
う
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
知
事
は
、「
し
っ
か
り
受
け

止
め
、
丁
寧
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
が
、「
県
主
催
で

の
説
明
会
の
開
催
は
考
え
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
。
な
お
、
こ
の
動

き
に
立
地
自
治
体
で
あ
る
伊
方
町
が
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
に
は
、

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
三
〇
キ
ロ
圏
内
で
覚
書
を
結

ん
で
い
る
八
幡
浜
市
も
不
参
加
で
あ
っ
た
。
市
長
は
、
大
洲
市
や
西

予
市
の
覚
書
と
異
な
り
、
原
子
炉
の
設
置
変
更
な
ど
の
場
合
に
は
県

が
八
幡
浜
市
に
意
見
を
求
め
る
と
い
う
規
定
が
あ
る
た
め
、「
参
加

し
な
か
っ
た
影
響
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る

（
（11
（

。
こ
こ
に
は
立
地
自
治

体
と
し
て
の
伊
方
町
、
お
よ
び
「
準
立
地
自
治
体
」
あ
つ
か
い
の
八

幡
浜
市
と
、
そ
れ
以
外
の
三
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
の
立
場
の
違
い
が

現
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
知
事
と
伊
方
町
長
が
言
及
し
て
き
た
国
か
ら
の
「
要
請
」

は
、
七
月
一
七
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
経
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

長
官
が
知
事
と
町
長
を
訪
ね
、
経
産
相
か
ら
の
「
地
元
同
意
」
を
求

め
る
文
書
を
手
渡
し
た
。
同
文
書
で
は
「
万
が
一
、
事
故
が
起
き
た

場
合
に
は
政
府
は
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
責
任
を
持
っ
て
対
処
す

る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。
知
事
は
取
材
に
対
し
、「
こ
れ
か
ら
議

論
し
て
い
く
」
と
し
、「
ほ
か
が
ど
う
だ
と
は
あ
ま
り
考
え
て
お
ら

ず
、
あ
く
ま
で
愛
媛
の
観
点
で
向
き
合
っ
て
、
話
し
合
い
を
進
め
た

い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
伊
方
町
長
は
「
今
日
が
ス
タ
ー
ト
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
必
要
に
応
じ
、
町
議
会
や
町
環
境
監
視
委
員
会
に
国
か

（87－１－17）
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ら
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
た

（
（11
（

。

国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
さ
っ
そ
く
知
事
は
、
七
月
二
一
日
に
上

京
し
て
経
産
相
と
面
会
し
た
。
そ
し
て
、「
国
と
し
て
重
大
事
故
な

ど
に
最
終
的
な
責
任
を
持
つ
と
い
う
首
相
の
意
思
表
示
」
な
ど
八
項

目
の
要
望
を
口
頭
で
申
し
入
れ
た

（
（11
（

。「
首
相
の
意
思
表
示
」
に
つ
い

て
知
事
は
、「
県
民
は
最
高
責
任
者
の
言
葉
を
非
常
に
重
く
受
け
止

め
る
」
と
し
、「
同
意
」
手
続
き
の
過
程
で
「
最
終
責
任
に
つ
い
て

首
相
の
声
を
直
接
聞
く
機
会
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
求
め
た
。
ま

た
取
材
に
対
し
、
知
事
の
「
同
意
」
に
つ
い
て
は
、
伊
方
町
や
県
議

会
の
判
断
な
ど
を
踏
ま
え
、「
最
後
は
知
事
責
任
で
判
断
す
る
」
と

述
べ
た

（
（11
（

。
な
お
知
事
は
、
七
月
二
三
日
の
定
例
会
見
の
際
に
も
、「
最

終
責
任
者
の
言
質
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
出
す
必
要
が
あ
る
。
覚

悟
を
聞
き
た
い
」、「
県
民
の
受
け
止
め
方
が
違
う
。
国
の
姿
勢
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
述
べ
、「
首
相
の
意
思

表
示
」
へ
の
こ
だ
わ
り
を
重
ね
て
示
し
て
い
る

（
（11
（

。

自
治
体
の
「
同
意
」
手
続
き
と
並
行
し
て
四
電
も
、
再
稼
働
に
向

け
た
環
境
醸
成
を
加
速
さ
せ
た
。
七
月
二
二
日
か
ら
、
原
発
の
半
径

二
〇
キ
ロ
圏
内
の
住
民
を
対
象
に
訪
問
対
話
活
動
を
開
始
し
た
。
お

盆
ま
で
に
圏
内
の
約
二
万
八
千
戸
全
て
を
訪
問
す
べ
く
、
伊
方
原
発

や
本
店
、
四
国
の
各
支
店
な
ど
に
勤
務
す
る
社
員
（
出
向
者
を
含
む
）

を
延
べ
一
四
六
〇
人
を
動
員
し
、
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
集

約
し
て
公
表
す
る
と
し
た

（
（12
（

。
ま
た
四
電
は
七
月
二
四
日
に
、
伊
方
原

発
三
号
機
の
原
子
炉
容
器
な
ど
重
要
機
器
一
九
五
設
備
が
「
お
お
む

ね
千
ガ
ル
」
の
揺
れ
に
耐
え
ら
れ
る
と
す
る
確
認
結
果
を
知
事
に
報

告
し
た

（
（12
（

。
前
述
の
よ
う
に
、「
お
お
む
ね
千
ガ
ル
」
の
基
準
は
、
県

が
独
自
に
上
乗
せ
し
た
も
の
で
あ
り
、
知
事
が
再
稼
働
の
判
断
を
下

す
際
に
、
重
視
す
る
と
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
県
は
、
こ
の
報
告

を
受
け
、
県
の
伊
方
原
発
環
境
安
全
管
理
委
員
会
の
原
子
力
専
門
部

会
で
確
認
す
る
と
し
た

（
（12
（

。

県
議
会
で
は
八
月
四
日
に
、
国
か
ら
の
再
稼
働
要
請
を
踏
ま
え
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
危
機
管
理
対
策
特
別
委
員
会
で
原
子
力
規
制
庁
か
ら

伊
方
原
発
三
号
機
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た

（
（12
（

。
ま
た

八
幡
浜
市
で
は
八
月
五
日
と
六
日
に
、
伊
方
原
発
三
号
機
の
審
査
結

果
に
つ
い
て
、
市
議
や
地
元
団
体
代
表
者
ら
を
対
象
と
し
た
説
明
会

が
開
催
さ
れ
、
原
子
力
規
制
庁
が
審
査
結
果
を
報
告
し
た
。
覚
書
に

基
づ
き
、
八
幡
浜
市
は
県
か
ら
再
稼
働
の
是
非
に
関
す
る
意
見
照
会

を
受
け
て
お
り
、
説
明
会
出
席
者
の
意
見
を
踏
ま
え
て
市
の
見
解
を

ま
と
め
る
予
定
で
あ
っ
た
。
た
だ
市
議
や
地
元
団
体
代
表
者
ら
六
七

人
の
参
加
者
は
市
が
選
考
し
、
実
際
の
出
席
者
は
五
日
が
三
九
人
、

六
日
が
四
六
人
で
あ
っ
た
。
平
日
の
日
中
の
開
催
で
あ
っ
た
こ
と
も

影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
市
は
「
国
と
の
調
整
で
決
定
し
た
」

と
し
、
よ
り
多
く
の
参
加
者
が
見
込
め
る
だ
ろ
う
夜
間
や
休
日
の
実

（法政研究 87－１－18）
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施
は
「
困
難
」
だ
っ
た
と
説
明
し
た

（
（12
（

。

八
月
一
二
日
に
は
県
の
伊
方
原
発
環
境
安
全
管
理
委
員
会
の
原
子

力
専
門
部
会
が
開
催
さ
れ
た
。
伊
方
原
発
三
号
機
の
審
査
書
が
出

て
か
ら
専
門
部
会
の
開
催
は
、
一
カ
月
足
ら
ず
の
う
ち
に
三
回
目

と
い
う
急
ピ
ッ
チ
で
あ
っ
た
。
同
日
の
専
門
部
会
で
は
、
県
が
独
自

に
求
め
た
「
さ
ら
な
る
揺
れ
対
策
」
で
、
重
要
機
器
が
「
お
お
む

ね
千
ガ
ル
」
に
耐
え
ら
れ
る
と
す
る
四
電
の
確
認
結
果
を
了
承
し

た
（
（12
（

。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
踏
ま
え
八
月
一
九
日
に
開
催
さ
れ
た
同
専
門

部
会
で
は
。
原
子
力
規
制
委
員
会
の
審
査
結
果
を
「
妥
当
」
と
す
る

報
告
書
案
を
大
筋
で
了
承
し
た
。
知
事
は
、
再
稼
働
「
同
意
」
判
断

の
材
料
と
し
て
、
こ
の
専
門
部
会
の
意
見
を
重
視
す
る
姿
勢
を
示

し
て
い
た

（
（12
（

。
最
終
的
に
伊
方
原
発
環
境
安
全
管
理
委
員
会
は
八
月
二

八
日
に
、
こ
の
専
門
部
会
の
結
論
を
含
め
て
知
事
へ
の
報
告
書
を
決

定
し

（
（12
（

、
九
月
一
日
に
知
事
へ
提
出
し
た
。
し
か
し
知
事
は
国
に
要
望

し
た
八
項
目
へ
の
回
答
が
な
く
、
県
議
会
や
周
辺
市
町
の
議
論
が
終

わ
っ
て
い
な
い
点
を
挙
げ
、「
ま
だ
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
白
紙
か
ら
一
歩
も
出
な
い
」
と
述
べ
た
。
ま
た

国
へ
の
要
望
事
項
で
あ
る
「
首
相
の
意
思
表
示
」
に
つ
い
て
は
、「
最

悪
へ
の
構
え
と
し
て
最
終
的
な
責
任
は
国
が
持
つ
と
い
う
言
質
は
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
重
ね
て
強
調
し
て
い
る

（
（12
（

。

　
（
三
）　

同
意
手
続
き
の
最
終
局
面

覚
書
に
も
と
づ
き
伊
方
原
発
再
稼
働
へ
の
意
見
照
会
を
県
か
ら
受

け
て
い
た
八
幡
浜
市
は
、
九
月
二
日
に
市
長
が
県
庁
で
知
事
と
面
談

し
、
市
か
ら
の
要
請
事
項
を
示
し
た
上
で
、
伊
方
原
発
三
号
機
の
再

稼
働
を
了
承
す
る
見
解
を
伝
え
た
。
県
下
の
自
治
体
と
し
て
、
再
稼

働
へ
の
同
意
表
明
は
最
初
で
あ
っ
た
。
知
事
は
「
周
辺
地
域
の
自
治

体
の
意
見
と
し
て
重
く
受
け
止
め
る
。
今
後
の
判
断
材
料
の
一
つ
と

し
て
考
え
て
い
く
」
と
述
べ
、
市
長
は
「
市
議
や
市
民
有
権
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
、（
再
稼
働
反
対
の
請
願
を
不
採
択
と
し
た
）

六
月
市
議
会
の
議
決
を
踏
ま
え
た
」
と
説
明
し
た

（
（12
（

。
し
か
し
市
長
が

根
拠
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
は
、
前
述
の
市
が
開
催
し
た
説
明

会
出
席
者
六
七
人
分
の
自
由
記
述
ア
ン
ケ
ー
ト
を
市
担
当
者
が
分
類

し
て
ま
と
め
、「
六
六
％
が
再
稼
働
に
理
解
を
示
し
た
」
と
す
る
も

の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
地
元
紙
は
「
市
の
認
識
に
は
疑
問
が
残
る
」

と
指
摘
し
た
。
ま
た
「
市
議
会
の
議
決
」
に
つ
い
て
も
、
六
月
に
再

稼
働
に
反
対
す
る
請
願
を
不
採
択
と
し
た
議
決
の
こ
と
で
、
そ
れ
は

市
長
自
身
が
「（
再
稼
働
の
是
非
を
め
ぐ
る
）
市
の
審
議
に
は
関
係

な
い
」
と
明
言
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た

（
（13
（

。
と
こ
ろ
が
八
幡
浜
市
議
会

は
、
こ
の
よ
う
な
市
長
の
動
き
に
結
果
と
し
て
追
随
し
、
九
月
一
七

日
に
、
採
決
に
反
対
す
る
七
人
が
退
席
す
る
な
か
、
緊
急
上
程
さ
れ

た
伊
方
原
発
三
号
機
の
早
期
再
稼
働
を
求
め
る
決
議
案
を
、
議
長
を

（87－１－19）
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除
く
八
人
全
員
の
賛
成
で
可
決
し
た
の
で
あ
っ
た

（
（13
（

。

立
地
自
治
体
で
あ
る
伊
方
町
で
も
、
急
速
に
事
態
が
展
開
す
る
。

九
月
二
五
日
に
は
環
境
監
視
委
員
会
が
政
府
の
伊
方
原
発
三
号
機
の

再
稼
働
方
針
に
「
一
定
の
理
解
を
示
す
」
こ
と
を
全
会
一
致
で
確
認

し
た
。
な
お
委
員
会
の
会
長
は
町
長
で
あ
る
。
町
長
は
「（
再
稼
働

是
非
を
判
断
す
る
）
手
順
の
中
の
一
区
切
り
が
付
い
た
。（
町
環
境

監
視
委
は
）
賛
否
を
問
う
会
で
は
な
く
、
議
会
の
意
見
も
含
め
て
参

考
に
す
る
」
と
述
べ
た

（
（13
（

。
委
員
の
な
か
か
ら
は
、「
再
稼
働
は
早
く

し
て
ほ
し
い
が
現
段
階
で
賛
成
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
古
里
を

捨
て
る
覚
悟
の
上
で
決
断
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」、「
事
故
の
際
、

国
が
責
任
を
取
る
と
の
回
答
が
欲
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
と

い
う
。
そ
こ
で
委
員
会
事
務
局
の
政
策
推
進
課
が
、
国
の
再
稼
働
方

針
に
つ
い
て
「『
全
て
』
で
は
な
く
『
一
定
』
の
理
解
を
示
す
」
と

い
う
審
議
結
果
の
取
り
ま
と
め
を
提
案
し
た
結
果
、
最
終
的
に
は
、

全
会
一
致
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た

（
（13
（

。
ま
た
町
長
が
参
考
に
す
る
と
し

た
議
会
に
お
い
て
も
、
一
〇
月
二
日
に
原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員

会
が
、
伊
方
原
発
三
号
機
の
再
稼
働
を
求
め
る
陳
情
を
全
会
一
致
で

採
決
し
た

（
（13
（

。

　

こ
れ
ら
の
動
き
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
知
事
の
動
き
も
顕
著
に

な
っ
て
く
る
。
一
〇
月
二
日
に
は
、
伊
方
原
発
を
現
地
視
察
し
、
耐

震
性
向
上
工
事
の
結
果
を
確
認
し
た
。
知
事
は
「
四
電
の
姿
勢
は
良

し
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る

（
（13
（

。
そ
し
て
一
〇
月
五

日
に
は
、
三
〇
キ
ロ
圏
内
の
五
市
町
（
大
洲
市
、
西
予
市
、
宇
和
島

市
、
伊
予
市
、
内
子
町
）
の
首
長
と
、
か
ね
て
求
め
ら
れ
て
い
た
意

見
交
換
を
県
庁
で
お
こ
な
っ
た
。
首
長
た
ち
は
、
再
稼
働
の
是
非
の

判
断
は
「
知
事
に
委
ね
る
」
と
し
、
各
自
治
体
か
ら
の
要
望
書
を
知

事
に
手
渡
し
た
。
知
事
は
意
見
交
換
実
現
の
経
緯
を
、「
意
見
交
換

は
覚
書
上
、
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
五
市
町
長
か
ら
強
い
気

持
ち
を
頂
い
て
お
り
応
え
た
」
と
説
明
し
た

（
（13
（

。

ま
た
、
こ
の
間
、
知
事
が
こ
だ
わ
っ
て
き
た
「
首
相
の
意
思
表

示
」
に
つ
い
て
も
動
き
が
あ
っ
た
。
一
〇
月
六
日
に
首
相
官
邸
で
伊

方
原
発
周
辺
自
治
体
の
避
難
計
画
な
ど
を
議
題
と
し
た
国
の
原
子
力

防
災
会
議
が
あ
り
、
知
事
も
出
席
す
る
な
か
で
、
伊
方
原
発
で
重
大

事
故
が
起
き
た
際
に
「
責
任
を
持
っ
て
対
処
す
る
」
と
首
相
が
述
べ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
言
を
受
け
て
、
知
事
は
「
確
固
た
る
覚
悟
で

政
府
が
し
っ
か
り
責
任
を
持
っ
て
対
処
す
る
と
い
う
総
理
の
発
言
を

確
認
し
た
」、「
踏
み
込
ん
だ
発
言
で
、
県
民
に
報
告
で
き
る
」と
語
っ

た
（
（13
（

。
こ
の
首
相
発
言
は
、
官
邸
と
二
カ
月
間
の
や
り
と
り
を
繰
り
返

し
た
末
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
知
事
も
首
相
の
言
葉
が
従
来
の
政
府

見
解
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
も
の
と
認
め
て
い
た

（
（13
（

。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
に
よ
っ
て
「
か
た
ち
」
の
上
で
は
、
知
事
が
執
着
し
た
「
首
相

の
意
思
表
示
」
が
実
現
さ
れ
た
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（法政研究 87－１－20）
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他
方
、
同
日
に
伊
方
町
議
会
は
、
す
で
に
同
議
会
の
原
子
力
発
電

対
策
特
別
委
員
会
が
一
〇
月
二
日
に
可
決
し
て
い
た
伊
方
原
発
三
号

機
の
早
期
再
稼
働
を
求
め
る
陳
情
を
、
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。
町

議
会
議
長
は
「
本
日
の
付
託
案
件
の
採
択
・
不
採
択
の
決
定
で
、
再

稼
働
に
つ
い
て
の
判
断
は
終
了
し
た
」と
述
べ
た
。
伊
方
町
長
も「
議

会
の
一
連
の
流
れ
は
終
わ
っ
た
と
受
け
止
め
て
い
る
。
判
断
材
料
は

出
そ
ろ
っ
た
」と
述
べ
、
立
地
自
治
体
で
あ
る
伊
方
町
に
お
け
る「
同

意
」
手
続
き
が
最
終
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
た

（
（13
（

。

さ
ら
に
県
議
会
に
お
い
て
も
並
行
し
て
動
き
は
進
展
す
る
。
伊
方

町
議
会
が
再
稼
働
に
事
実
上
同
意
し
た
一
〇
月
六
日
に
、
県
議
会
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
危
機
管
理
対
策
特
別
委
員
会
は
、
県
経
済
同
友
会
、

県
商
工
会
議
所
連
合
会
、
県
商
工
会
連
合
会
、
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
が
提
出
し
た
伊
方
原
発
三
号
機
の
早
期
再
稼
働
を
求
め
る
請
願

を
賛
成
多
数
で
採
択
し
た

（
（14
（

。
そ
し
て
同
特
別
委
員
会
で
の
請
願
採
択

を
受
け
、
一
〇
月
九
日
に
は
県
議
会
が
、
伊
方
原
発
三
号
機
の
再
稼

働
を
認
め
る
決
議
案
を
、
早
期
再
稼
働
を
求
め
る
請
願
の
採
択
と
あ

わ
せ
て
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。
立
地
広
域
自
治
体
の
議
会
が
再

稼
働
を
認
め
た
の
は
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
の
鹿
児
島
県
議
会
に
次

ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
審
議
と
採
決
に
先
立
ち
、
知
事
は
一

〇
月
六
日
の
首
相
発
言
に
つ
い
て
報
告
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
知
事

は
議
会
の
決
議
に
つ
い
て
、「
一
つ
の
条
件
が
方
向
性
と
し
て
明
確

に
な
っ
た
と
受
け
止
め
て
い
る
」
と
述
べ
た

（
（14
（

。

立
地
自
治
体
で
あ
る
伊
方
町
と
県
の
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
が
再
稼
働

に
「
同
意
」
し
た
こ
と
に
よ
り
、
焦
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
首
長
の
判

断
に
移
っ
て
い
く
が
、
先
行
し
た
の
は
伊
方
町
長
で
あ
っ
た
。
一
〇

月
九
日
に
町
長
は
、
四
電
社
長
と
町
役
場
で
会
談
し
た
。
町
長
は
伊

方
三
号
機
の
安
全
性
確
保
や
事
故
時
の
対
応
な
ど
を
要
請
し
、
四

電
の
対
応
を
再
稼
働
の
是
非
の
判
断
材
料
と
す
る
考
え
を
示
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
社
長
は
、「
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
対
応
し
た
い
」

と
応
じ
た

（
（14
（

。
続
い
て
伊
方
町
長
は
一
〇
月
一
四
日
に
経
産
省
を
訪

れ
、
要
請
書
を
経
産
相
に
手
渡
し
た
。
そ
れ
ま
で
町
長
は
、
再
稼
働

の
同
意
を
判
断
す
る
上
で
、
経
産
相
と
会
っ
て
政
府
の
方
針
を
確
認

す
る
考
え
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

（
（14
（

。

伊
方
町
長
と
歩
調
を
あ
わ
せ
る
よ
う
に
一
〇
月
一
五
日
に
は
知
事

も
上
京
し
て
経
産
相
と
会
い
、
大
分
県
側
へ
の
避
難
訓
練
に
対
す
る

全
面
支
援
な
ど
、
か
ね
て
要
請
し
て
い
た
項
目
に
つ
い
て
、
あ
ら
た

め
て
国
の
対
応
方
針
を
た
だ
し
た
。
経
産
相
は「
方
針
は
変
わ
ら
ず
、

し
っ
か
り
と
対
応
す
る
。
近
い
う
ち
伊
方
原
発
を
視
察
さ
せ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た

（
（14
（

。

　

両
首
長
が
求
め
て
い
た
経
産
相
の
現
地
視
察
は
一
〇
月
二
一
日
に

実
現
の
運
び
と
な
っ
た
。
現
地
視
察
後
、
経
産
相
は
伊
方
町
役
場
で

町
長
と
会
談
し
、
国
へ
の
要
請
事
項
に
つ
い
て
回
答
を
お
こ
な
っ

（87－１－21）
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た
。
経
産
相
は
「
国
民
の
生
命
、
身
体
や
財
産
を
守
る
こ
と
は
政
府

の
重
大
な
責
務
だ
」、「
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
述
べ
た

の
に
対
し
、
町
長
は
「
大
臣
の
強
い
決
意
と
熱
意
を
強
く
受
け
止

め
、
十
分
納
得
で
き
る
回
答
内
容
」
と
評
価
し
た
。
そ
の
上
で
、
町

長
は
「
判
断
材
料
は
出
そ
ろ
っ
た
。
ほ
ぼ
考
え
は
ま
と
ま
り
つ
つ
あ

る
」
と
述
べ
、
知
事
と
会
談
し
た
後
に
再
稼
働
の
是
非
を
表
明
す
る

見
通
し
を
示
し
た

（
（14
（

。
こ
の
町
長
の
経
産
相
と
の
会
談
を
踏
ま
え
、
あ

る
町
議
は
地
元
紙
の
取
材
に
対
し
、「
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
。
こ
れ
以

上
言
わ
な
く
て
も
考
え
れ
ば
（
町
長
が
）
ど
う
い
う
答
え
を
出
す
か

分
か
る
だ
ろ
う
」
と
、
町
長
の
「
同
意
」
を
予
見
し
て
い
る

（
（14
（

。

　

ま
た
同
日
に
経
産
相
は
県
庁
で
知
事
と
も
会
談
し
た
。
経
産
相

は
、「
万
が
一
の
事
故
の
場
合
は
政
府
が
責
任
を
持
っ
て
対
処
す
る
。

国
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
規
制
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
原
発
は
再

稼
働
を
進
め
る
方
針
」
と
、
あ
ら
た
め
て
説
明
し
た
。
知
事
は
、「
実

態
を
所
管
の
大
臣
に
確
認
し
て
ほ
し
か
っ
た
」
と
、
来
訪
を
求
め
た

理
由
を
説
明
し
、
ま
た
一
一
月
上
旬
に
実
施
予
定
の
国
の
原
子
力
総

合
防
災
訓
練
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。
知
事
が
国
に
要
請
し
た
項
目

で
最
後
に
残
っ
て
い
た
経
産
相
の
現
地
視
察
が
実
現
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
知
事
の
「
同
意
」
判
断
の
条
件
も
出
そ
ろ
っ
た
こ
と
に
な

る
（
（14
（

。

　

経
産
相
の
現
地
視
察
と
両
首
長
と
の
会
談
の
翌
日
で
あ
る
一
〇
月

二
二
日
に
、
伊
方
町
長
は
県
庁
で
知
事
と
会
談
し
、
伊
方
三
号
機
の

再
稼
働
に
つ
い
て
「
容
認
す
る
」
と
報
告
し
た
。
会
談
後
に
町
長
は
、

全
会
一
致
で
再
稼
働
を
容
認
し
た
議
会
や
、
町
環
境
監
視
委
員
会
の

審
査
結
果
に
加
え
、「
雇
用
の
問
題
な
ど
、
町
民
一
人
一
人
の
声
も

聞
い
た
」と
、「
同
意
」判
断
の
理
由
を
説
明
し
た
。
こ
の
町
長
の「
同

意
」
表
明
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
知
事
の
判
断
の
み
が
残
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た

（
（14
（

。

　

最
終
的
に
知
事
は
一
〇
月
二
六
日
に
、
再
稼
働
へ
の
同
意
を
表
明

し
、
県
庁
で
安
全
協
定
に
基
づ
く
事
前
了
解
に
関
す
る
文
書
を
四
電

社
長
に
手
渡
し
た
。
同
時
に
、「
安
全
管
理
体
制
の
一
層
の
徹
底
を

図
り
、
自
主
的
な
対
応
を
含
め
引
き
続
き
安
全
対
策
の
さ
ら
な
る
向

上
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
」
な
ど
、
あ

ら
た
め
て
四
電
に
文
書
で
要
請
を
お
こ
な
っ
た
。
福
島
第
一
原
発
事

故
後
、
立
地
広
域
自
治
体
の
知
事
が
再
稼
働
に
同
意
す
る
の
は
、
二

〇
一
四
年
一
一
月
の
鹿
児
島
県
に
続
く
も
の
で
あ
っ
た
。
取
材
に
対

し
、
知
事
は
判
断
材
料
と
し
て
、
国
の
方
針
、
四
電
の
姿
勢
、
地
元

理
解
を
挙
げ
、
さ
ら
に
「
重
い
決
断
で
、
全
て
の
関
係
者
と
責
任
を

共
有
す
る
状
況
に
な
っ
た
」と
述
べ
た
。
知
事
は
会
見
後
に
上
京
し
、

経
産
相
に
再
稼
働
へ
の
「
同
意
」
を
伝
達
し
た
ほ
か
、
原
子
力
防
災

担
当
相
や
原
子
力
規
制
庁
長
官
と
も
面
談
し
た

（
（14
（

。

　

以
上
の
経
過
で
再
稼
働
の
「
同
意
」
手
続
き
は
終
了
す
る
こ
と
に

（法政研究 87－１－22）
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な
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
六
年
三
月
二
四
日
に
原
子
力
規
制
委
員

会
は
、
伊
方
原
発
三
号
機
の
再
稼
働
の
前
提
と
な
る
工
事
計
画
を
認

可
し
た

（
（15
（

。
そ
し
て
三
月
二
五
日
に
四
電
は
伊
方
原
発
三
号
機
の
使
用

前
検
査
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
申
請
し
、
あ
わ
せ
て
一
号
機
の
廃

炉
を
表
明
し
た

（
（15
（

。
四
電
は
最
終
的
に
八
月
一
二
日
に
伊
方
原
発
三
号

機
を
再
稼
働
さ
せ

（
（15
（

、
九
月
七
日
に
営
業
運
転
に
移
行
し
た

（
（15
（

。

四　

先
行
事
例
と
の
比
較

　
（
一
）　

比
較
の
前
提

こ
こ
ま
で
再
構
成
し
て
き
た
伊
方
原
発
再
稼
働
の
過
程
を
踏
ま

え
、
以
下
で
は
、
先
行
す
る
川
内
原
発
の
事
例
と
比
較
し
て
、
両
者

の
異
同
を
整
理
す
る
。
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
く
と
、
福
島
第
一

原
発
事
故
後
の
再
稼
働
事
例
に
共
通
す
る
前
提
は
、
福
島
第
一
原
発

事
故
前
に
確
立
さ
れ
て
い
た
慣
習
的
「
制
度
」
＝
地
元
自
治
体
同
意

制
が
維
持
さ
れ
た
ま
ま
、
公
式
の
制
度
な
ど
が
改
編
さ
れ
た
結
果
、

新
た
な
当
事
者
（
三
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
）
が
参
入
す
る
こ
と
で
、

慣
習
的
な
「
制
度
」
の
改
編
を
め
ぐ
る
状
況
が
生
じ
る
と
い
う
点
で

あ
る
。

そ
の
上
で
、
さ
ら
に
比
較
の
前
提
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
の

は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
前
に
確
立
さ
れ
て
い
た
慣
習
的
「
制
度
」

＝
地
元
自
治
体
同
意
制
に
お
け
る
当
事
者
と
し
て
の
原
発
の
立
地
す

る
二
つ
の
自
治
体
、
す
な
わ
ち
立
地
基
礎
自
治
体
（
市
町
村
）
と
立

地
広
域
自
治
体
（
道
県
）
に
は
、
立
場
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
当
初
は
、
原
発
の
運
用
に
介
入
す
る
余
地
は
ほ
ぼ

な
く
、
き
わ
め
て
受
動
的
な
立
場
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
他
方
で
利

益
誘
導
は
、
い
ず
れ
の
立
地
自
治
体
に
も
、
財
政
面
や
地
域
経
済
面

で
の
原
発
へ
の
依
存
を
産
み
出
し
た
。
各
種
の
事
故
な
ど
の
影
響

で
、
一
九
九
五
年
以
降
、
原
発
へ
の
不
信
が
強
ま
る
の
と
並
行
し
て
、

事
故
対
応
と
防
災
の
た
め
の
法
制
、
な
ら
び
に
安
全
協
定
の
改
編
に

よ
り
立
地
自
治
体
の
原
発
運
用
へ
の
介
入
の
回
路
が
拡
大
し
た
。
そ

れ
と
と
も
に
、
立
地
基
礎
自
治
体
と
立
地
広
域
自
治
体
の
立
場
の
違

い
が
顕
在
化
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
強
ま
る
原
発
へ
の
不
安
や
懸

念
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
発
へ
の
依
存
を
前
提
と
し
て
、
立
地
基
礎

自
治
体
は
、
原
発
の
運
用
に
よ
る
自
ら
の
利
益
の
実
現
を
単
純
に
追

求
で
き
る
の
に
対
し

（
（15
（

、
立
地
広
域
自
治
体
は
、
域
内
の
他
の
自
治
体

の
意
向
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
原
発
の
運
用
に
よ
る
自
ら
の
利

益
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
立
地
広
域
自
治
体
は
、
域
内
の
基
礎
自

治
体
の
原
発
に
対
す
る
不
安
や
懸
念
を
抑
え
込
み
、
原
発
運
用
へ
の

同
意
を
と
り
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
述
し
た
原
発
集
中
立
地

県
の
知
事
に
よ
る
政
策
提
言
な
ど
の
動
き
の
背
景
は
、
こ
こ
に
あ

る
。

（87－１－23）
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（
二
）　

地
元
自
治
体
同
意
制
改
編
期
に
お
け
る
比
較

福
島
第
一
事
故
の
広
範
な
事
故
の
影
響
範
囲
を
踏
ま
え
、
抜
本
的

に
刷
新
さ
れ
た
法
制
な
ど
に
よ
り
、
前
述
の
三
〇
キ
ロ
圏
が
設
定
さ

れ
、
新
た
に
三
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
と
い
う
か
た
ち
で
、
原
発
の
運

用
に
利
害
と
関
心
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
主
体
が
登
場
し
た
の
で
あ

る
。
三
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
住
民
の
不

安
な
ど
を
払
拭
す
べ
く
、
原
発
の
運
用
に
一
定
の
関
与
を
実
現
す
る

た
め
、
既
存
の
地
元
自
治
体
同
意
制
へ
の
参
入
の
動
き
を
示
す
こ
と

に
な
る

（
（15
（

。
本
稿
で
検
討
し
た
伊
方
原
発
の
事
例
に
お
い
て
は
、
八
幡

浜
市
を
筆
頭
に
、
地
元
自
治
体
同
意
制
の
「
地
元
」
の
範
囲
の
拡
張

を
目
指
す
動
き
が
顕
在
化
し
た
。
こ
れ
は
先
行
す
る
川
内
原
発
の
事

例
も
同
様
で
あ
り
共
通
し
た
事
象
で
あ
る

（
（15
（

。

こ
の
よ
う
な
地
元
自
治
体
同
意
制
の
改
編
に
対
し
て
、
立
地
自
治

体
は
基
本
的
に
消
極
的
で
あ
る
。
立
地
自
治
体
は
、
ま
さ
に
原
発
が

域
内
に
所
在
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
益
誘
導
が
潤
沢
で
あ
る

こ
と
は
、
す
で
に
確
認
し
た
。
つ
ま
り
「
地
元
自
治
体
同
意
制
は
、

随
伴
す
る
膨
大
な
受
益
を
伴
っ
た
あ
る
種
の
「
特
権
」
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
」
の
で
あ
る

（
（15
（

。
そ
し
て
「
保
護
さ
れ
た
地
元
」
は
、「「
地
元
」

の
範
囲
の
拡
張
に
抵
抗
す
る
よ
う
な
既
得
権
益
集
団
と
も
な
り
う

る
」
の
で
あ
る

（
（15
（

。
実
際
に
伊
方
町
長
は
、
安
全
協
定
の
拡
大
に
お
い

て
、
伊
方
町
の
立
地
自
治
体
と
し
て
の
固
有
の
立
場
を
再
三
強
調
し

た
。
こ
れ
は
既
存
の
「
特
権
」
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
し
て

理
解
で
き
る
。
た
だ
川
内
原
発
の
場
合
は
、
あ
ら
た
に
関
係
を
も
つ

こ
と
に
な
っ
た
三
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
と
、
立
地
自
治
体
と
の
区
別

に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
立
地
基
礎
自
治
体
で
あ
る
薩
摩
川
内
市
よ
り

も
、
立
地
広
域
自
治
体
で
あ
る
鹿
児
島
県
で
あ
っ
た

（
（15
（

。
両
事
例
の
違

い
の
背
景
は
現
段
階
で
は
明
ら
か
で
な
い
。

ま
た
立
地
自
治
体
で
あ
る
伊
方
町
と
と
も
に
、
事
業
者
で
あ
る
四

電
も
、
既
存
の
地
元
同
意
制
の
改
編
に
は
消
極
的
姿
勢
を
示
し
た
。

事
業
者
の
消
極
性
は
、
先
行
し
た
川
内
原
発
の
事
例
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
事
業
者
で
あ
る
九
電
は
原
発
に
介
入
で
き

る
主
体
を
限
定
し
、「
原
発
の
運
転
で
自
由
度
を
保
ち
た
い
」（

（16
（

た
め
、

既
存
の
地
元
自
治
体
同
意
制
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
確
認
で

き
る

（
（16
（

。
事
業
者
の
消
極
性
は
、
二
つ
の
事
例
で
共
通
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
方
で
、
あ
ら
た
に
関
係
を
も
つ
に
い
た
っ
た

三
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
の
制
度
改
編
要
求
が
あ
り
、
他
方
で
、
既
存

の
制
度
の
変
更
に
消
極
的
な
立
地
自
治
体
と
電
力
事
業
者
が
い
る
と

い
う
対
立
構
図
を
、
結
果
と
し
て
折
り
合
わ
せ
た
の
は
、
い
ず
れ
の

事
例
で
も
立
地
広
域
自
治
体
で
あ
っ
た
。
本
章
の
冒
頭
で
確
認
し
た

よ
う
に
、
立
地
基
礎
自
治
体
が
、
自
己
の
「
既
得
権
益
」
を
護
る
姿

勢
を
単
純
に
示
せ
る
の
に
対
し
、
立
地
広
域
自
治
体
は
、
自
ら
の

「
既
得
権
益
」
を
擁
護
し
つ
つ
も

（
（16
（

、
他
方
で
広
域
自
治
体
で
あ
る
が

（法政研究 87－１－24）
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ゆ
え
に
新
た
に
台
頭
す
る
域
内
の
要
求
を
一
定
程
度
「
代
弁
」
せ
ざ

る
を
え
ず
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
地
元
自
治
体
同
意
制
を
改
編
し
な
け

れ
ば
、
再
稼
働
同
意
形
成
の
環
境
が
整
え
ら
れ
な
い
た
め
、
結
果
と

し
て
「
既
得
権
益
」
を
享
受
で
き
な
い
と
い
う
立
場
に
あ
る
か
ら
だ
。

そ
こ
で
伊
方
原
発
の
事
例
で
は
、
愛
媛
県
は
仲
介
者
の
役
割
を
担

い
、
す
べ
て
の
主
体
が
消
極
的
に
せ
よ
受
容
で
き
る
地
元
自
治
体
同

意
制
の
改
編
を
実
現
す
る
と
い
う
作
業
を
お
こ
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
三
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
を
類
型
化
し
、
異
な
る
複
数
の
安
全
協

定
の
締
結
を
仲
介
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
愛
媛
県
は
、
自
ら
の

安
全
協
定
を
援
用
し
て
新
た
な
安
全
協
定
の
機
能
を
担
保
す
る
一
方

で
、
最
終
的
に
は
、
立
地
自
治
体
で
あ
る
伊
方
町
な
ら
び
に
、
自
ら

の
固
有
の
地
位
の
維
持
も
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
行
す
る

川
内
原
発
の
事
例
に
お
け
る
鹿
児
島
県
の
役
割
と
共
通
す
る
も
の
で

あ
る

（
（16
（

。
た
だ
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
は
、
二
つ
の
事
例
の
間
に
相
違
点
も

あ
る
。
先
行
す
る
川
内
原
発
の
場
合
、
類
型
化
・
差
別
化
さ
れ
た
と

は
い
え
、
三
〇
キ
ロ
圏
内
の
自
治
体
は
す
べ
て
、
新
た
な
枠
組
み
の

中
に
公
式
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
伊
方
原
発
の
場
合
は
、

本
稿
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
三
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
の
う
ち
、
八
幡

浜
市
を
「
準
立
地
自
治
体
」
と
し
て
区
別
し
つ
つ
も
、
大
洲
市
、
西

予
市
と
と
も
に
枠
組
み
に
組
み
込
む
一
方
で
、
残
る
伊
予
市
、
宇
和

島
市
、
内
子
町
は
枠
組
み
に
加
え
な
か
っ
た
。
知
事
は
、
県
が
そ
れ

ら
の
自
治
体
も
「
代
表
」
し
て
い
る
と
の
見
解
を
示
し
、
こ
の
取
り

扱
い
の
違
い
を
正
当
化
し
た

（
（16
（

。
こ
の
よ
う
な
両
事
例
間
の
相
違
は
、

当
該
自
治
体
の
住
民
世
論
の
あ
り
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
分
布
や
地

理
的
条
件
、
さ
ら
に
県
と
、
そ
れ
ら
基
礎
自
治
体
と
の
関
係
に
も
と

づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
三
）　

再
稼
働
同
意
手
続
き
に
お
け
る
比
較

以
上
の
よ
う
な
か
た
ち
で
地
元
自
治
体
同
意
制
が
改
編
さ
れ
た

後
、
再
稼
働
決
定
に
向
け
て
、
新
た
な
主
体
を
も
包
摂
し
た
「
同
意
」

の
手
続
き
過
程
が
始
ま
る
。
地
元
自
治
体
同
意
制
の
改
編
に
お
い

て
、
仲
介
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
立
地
広
域
自
治
体
は
、
同

意
手
続
き
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
す
な
わ
ち
異
論
を

抑
制
し
う
る
「
同
意
」
の
諸
条
件
や
諸
手
続
き
を
明
示
し
、
そ
れ
ら

を
具
体
化
す
る
こ
と
で
、
域
内
の
「
代
表
」
と
し
て
同
意
の
正
当
性

を
担
保
し
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
で
は
先
行
事
例
で
あ
る
川
内
原
発
の

事
例
と
の
異
同
に
ひ
き
つ
け
て
整
理
し
て
お
く
。

ま
ず
先
行
す
る
川
内
原
発
の
場
合
に
は
、
鹿
児
島
県
は
、
ほ
ぼ
三

〇
キ
ロ
圏
内
全
体
を
対
象
と
す
る
住
民
説
明
会
を
実
施
し
た
。
川
内

原
発
の
場
合
、
全
国
最
初
の
再
稼
働
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
三

〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
か
ら
の
強
い
要
求
が
あ
っ
た
か
ら
だ

（
（16
（

。
と
こ
ろ

（87－１－25）
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が
伊
方
原
発
の
場
合
は
、
そ
の
よ
う
な
手
厚
さ
で
の
説
明
会
は
お
こ

な
わ
れ
な
か
っ
た
。
伊
方
原
発
の
場
合
、
当
該
基
礎
自
治
体
に
お
け

る
説
明
を
求
め
る
動
き
は
、
相
対
的
に
弱
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
前

述
の
地
元
同
意
制
の
改
編
に
お
い
て
、
三
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
す
べ

て
を
包
摂
し
た
か
否
か
と
い
う
点
と
も
密
接
に
関
係
し
て
い
る
可
能

性
が
高
い
。

他
方
で
、
伊
方
原
発
の
場
合
、
愛
媛
県
は
独
自
の
上
乗
せ
安
全
基

準
を
四
電
に
課
し
た
。
本
稿
で
検
討
し
た
耐
震
基
準
の
上
乗
せ
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
伊
方
原
発
の
立
地
が
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
想

定
震
源
域
に
隣
接
し
て
お
り
、
か
つ
同
原
発
が
所
在
す
る
佐
多
岬
半

島
が
中
央
構
造
線
に
沿
っ
て
い
る
と
い
う
条
件
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
川
内
原
発
の
場
合
は
、
再
稼
働
後
に
熊
本
地
震
が
発

生
す
る
こ
と
で
浮
上
し
た
論
点
で
あ
る

（
（16
（

。

ま
た
同
意
過
程
に
お
い
て
、
先
行
す
る
川
内
原
発
の
場
合
、
立
地

自
治
体
は
国
の
説
明
と
責
任
を
明
示
さ
せ
る
意
味
あ
い
で
、
経
産
相

か
ら
の
言
質
の
獲
得
と
、
立
地
自
治
体
へ
の
来
訪
と
原
発
現
地
の
視

察
を
求
め
た

（
（16
（

。
そ
し
て
実
際
に
来
訪
と
現
地
視
察
を
踏
ま
え
て
再
稼

働
へ
の
知
事
の
同
意
は
な
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
（16
（

。
本
稿
で
確
認
し
た
よ

う
に
、
伊
方
原
発
の
事
例
で
も
同
様
の
経
過
が
観
察
さ
れ
た
。
た
だ

愛
媛
県
知
事
は
、
経
産
相
の
み
な
ら
ず
、
首
相
か
ら
の
言
質
の
取
り

付
け
に
固
執
し
、
最
終
的
に
は
「
形
」
の
上
で
、
そ
れ
を
実
現
し
た
。

こ
の
点
に
は
政
治
家
と
し
て
の
知
事
の
属
性
と
政
府
と
の
関
係
が
影

響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

む
す
び
に

本
稿
の
目
的
は
、
第
一
に
伊
方
原
発
の
再
稼
働
同
意
を
め
ぐ
る
過

程
を
詳
細
に
再
構
成
し
、
第
二
に
、
そ
れ
を
先
行
す
る
川
内
原
発
の

事
例
と
比
較
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
本
稿
で
の
作
業
は
、
今
後

予
定
し
て
い
る
再
稼
働
事
例
の
全
数
比
較
の
た
め
に
、
論
点
な
ど
を

抽
出
し
整
理
す
る
予
備
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
本
稿
は
研
究

ノ
ー
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

す
で
に
本
論
に
お
い
て
、
伊
方
原
発
三
号
機
再
稼
働
の
同
意
に
関

す
る
自
治
体
の
政
治
過
程
を
、
地
元
紙
を
中
心
と
し
た
資
料
に
よ

り
、「
地
元
自
治
体
同
意
制
改
編
」
の
段
階
と
、「
再
稼
働
同
意
手
続

き
」
の
段
階
に
二
分
し
て
再
構
成
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、

先
行
す
る
川
内
原
発
の
事
例
と
比
較
し
、
そ
の
異
同
を
確
認
し
た
。

簡
潔
に
整
理
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
三
〇
キ
ロ
圏
の
設
定
に
よ
り
、
同
圏
内
自
治
体
が
、
原
発
の
運

用
に
一
定
の
関
与
を
実
現
す
る
た
め
、
既
存
の
地
元
自
治
体
同
意
制

へ
の
参
入
の
動
き
を
示
す
。
こ
れ
は
両
事
例
に
共
通
す
る
。

②
こ
の
よ
う
な
地
元
自
治
体
同
意
制
の
改
編
に
対
し
て
、
立
地
自

（法政研究 87－１－26）
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治
体
は
基
本
的
に
消
極
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
伊
方
原
発
の
場
合
、

立
地
基
礎
自
治
体
で
あ
る
伊
方
町
の
姿
勢
が
顕
著
な
の
に
対
し
、
先

行
す
る
川
内
原
発
の
場
合
は
、
立
地
広
域
自
治
体
で
あ
る
鹿
児
島
県

の
姿
勢
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

③
両
事
例
共
通
に
、
事
業
者
は
既
存
の
地
元
同
意
制
の
改
編
に
は

消
極
的
姿
勢
を
示
し
た
。

④
地
元
自
治
体
同
意
制
の
改
編
は
、
立
地
自
治
体
と
同
等
の
関
わ

り
を
認
め
な
い
か
た
ち
で
三
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
が
類
型
化
さ
れ
、

改
編
さ
れ
た
新
た
な
地
元
同
意
制
に
組
み
込
ま
れ
た
。
そ
の
際
、
両

事
例
で
は
共
通
し
て
、
立
地
広
域
自
治
体
が
、
自
ら
の
安
全
協
定
を

援
用
す
る
か
た
ち
で
、
類
型
化
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

⑤
し
か
し
他
方
で
、
地
元
同
意
制
の
改
編
に
お
い
て
は
、
両
事
例

の
差
異
も
確
認
で
き
た
。
す
な
わ
ち
先
行
す
る
川
内
原
発
の
場
合
、

類
型
化
・
差
別
化
さ
れ
た
と
は
い
え
、
三
〇
キ
ロ
圏
内
の
自
治
体
は

す
べ
て
、
新
た
な
枠
組
み
の
中
に
公
式
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
の
に
対

し
、
伊
方
原
発
の
場
合
は
、
三
〇
キ
ロ
圏
内
自
治
体
の
一
部
し
か
公

式
に
は
組
み
込
ま
な
か
っ
た
。

⑥
次
に
、
同
意
手
続
き
の
過
程
に
お
い
て
は
、
先
行
す
る
川
内
原

発
の
場
合
、
立
地
広
域
自
治
体
で
あ
る
鹿
児
島
県
は
、
ほ
ぼ
三
〇
キ

ロ
圏
内
全
体
を
対
象
と
す
る
住
民
説
明
会
を
実
施
し
た
。
と
こ
ろ
が

伊
方
原
発
の
場
合
は
、
そ
の
よ
う
な
手
厚
さ
で
の
説
明
会
は
お
こ
な

わ
れ
な
か
っ
た
。

⑦
他
方
で
、
伊
方
原
発
の
場
合
、
愛
媛
県
は
独
自
の
上
乗
せ
安
全

基
準
を
四
電
に
課
し
た
。
こ
れ
は
川
内
原
発
の
場
合
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
事
象
で
あ
る
。

⑧
ま
た
両
事
例
と
も
、
同
意
手
続
き
に
お
い
て
、
立
地
自
治
体
は

国
の
説
明
と
責
任
を
明
示
さ
せ
る
意
味
あ
い
で
、
経
産
相
か
ら
の
言

質
の
獲
得
と
、
立
地
自
治
体
へ
の
来
訪
と
原
発
現
地
の
視
察
を
求
め

た 

。
そ
し
て
実
際
に
来
訪
と
現
地
視
察
を
踏
ま
え
て
再
稼
働
へ
の

同
意
は
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
伊
方
原
発
の
事
例
で
は
、
愛
媛

県
知
事
が
、
経
産
相
の
み
な
ら
ず
、
首
相
か
ら
の
言
質
の
取
り
付
け

に
固
執
し
、
最
終
的
に
は
「
形
」
の
上
で
、
そ
れ
を
実
現
し
た
と
い

う
相
違
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
異
同
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
全
数
比
較
も
含
め
、

さ
ら
に
調
査
・
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
暫
定
的
に
方
向
性
を

確
認
し
て
お
く
と
、
ま
ず
両
事
例
間
で
同
じ
部
分
に
つ
い
て
は
、「
国

策
民
営
」
と
い
う
原
発
運
営
の
基
本
枠
組
み
に
変
更
が
な
く
、
ま
た

慣
習
的
に
確
立
さ
れ
て
き
た
「
地
元
自
治
体
同
意
制
」
も
、
全
国
ほ

ぼ
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
自
治

体
に
お
い
て
は
、
政
策
的
な
相
互
参
照
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り

（
（16
（

、
か

つ
「
国
策
民
営
」
の
原
発
運
営
に
お
い
て
は
国
か
ら
の
「
誘
導
」
も

お
こ
な
わ
れ
る
と
推
測
で
き
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
起
因
す
る
類
似
性

（87－１－27）
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も
推
測
さ
れ
る
。
他
方
で
、
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
事
例
ご
と
の
個
別
要
因
が
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り

わ
け
関
連
自
治
体
間
の
関
係
や
首
長
の
お
か
れ
た
政
治
的
文
脈
が
作

用
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
研
究
ノ
ー
ト
で
の
検
討
結
果
を
踏
み
台
に

し
て
、
個
々
の
事
例
を
さ
ら
に
精
緻
に
再
検
討
す
る
と
と
も
に
、
最

終
的
に
は
、
再
稼
働
に
関
す
る
全
事
例
比
較
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た

い
。

※
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
課
題
番
号
：
一
九
Ｋ
〇
一
四
七
四
）

の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
１
）
福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
二
〇
一
二
年
五
月
五
日
に
北
海
道
電
力

の
泊
原
発
三
号
機
が
定
期
検
査
で
停
止
し
、
四
二
年
ぶ
り
に
国
内
の

原
発
が
す
べ
て
停
止
し
た
。
し
か
し
逼
迫
す
る
電
力
需
要
へ
の
対
応

の
た
め
同
年
七
月
一
日
に
関
西
電
力
の
大
飯
原
発
三
号
機
が
、
同
月

一
八
日
に
は
同
原
発
四
号
機
が
再
稼
働
し
た
。
そ
の
後
、
法
令
や
制

度
の
刷
新
過
程
で
、
二
〇
一
三
年
九
月
に
大
飯
原
発
三
・
四
号
機
が

定
期
検
査
で
停
止
す
る
と
、
再
び
す
べ
て
の
原
発
が
停
止
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
城
山
英
明
・
菅
原
慎
悦
・
土
屋
智
子
・
寿
楽
浩
太
「
第

六
章　

事
故
後
の
原
子
力
発
電
技
術
ガ
バ
ナ
ン
ス
」、
城
山
英
明
編

『
大
震
災
に
学
ぶ
社
会
科
学　

第
三
巻　

福
島
原
発
事
故
と
複
合
リ
ス

ク
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
東
洋
経
済
新
報
社
（
二
〇
一
五
年
）
一
八
〇
頁
。

本
稿
が
対
象
と
す
る
「
再
稼
働
」
は
、
こ
の
最
後
の
原
発
全
停
止
後

の
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
九
電
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
川
内
原
子
力
発
電
所
一
号
機
の
原

子
炉
起
動
に
つ
い
て
」
を
参
照
（http://w

w
w

.kyuden.co.jp/
notice_150811.htm

l

）。
な
お
、
以
下
本
稿
に
お
け
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
最
終
閲
覧
は
、
い
ず
れ
も
二
〇
二
〇
年
四
月
五
日
で
あ
る
。

（
３
）
川
内
原
発
三
・
四
号
機
（
鹿
児
島
県
）
と
本
稿
の
検
討
対
象
で
あ

る
伊
方
三
号
機
（
愛
媛
県
）
の
他
に
は
、
高
浜
三
・
四
号
機
（
関
西

電
力
、
福
井
県
）、
大
飯
三
・
四
号
機
（
関
西
電
力
、
福
井
県
）、
玄

海
三
・
四
号
機
（
九
州
電
力
、
佐
賀
県
）
が
再
稼
働
し
て
い
る
。
電

気
事
業
連
合
会
「
国
内
の
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
動
に
向
け
た
対
応

状
況
」（https://w

w
w

.fepc.or.jp/them
e/re-operation/

）。

（
４
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
六
年
八
月
一
三
日
。

（
５
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
六
年
九
月
八
日
。

（
６
）
高
浜
原
発
三
号
機
は
、
二
〇
一
六
年
一
月
二
九
日
に
再
稼
働
し
た
。

し
か
し
大
津
地
裁
が
三
月
九
日
に
高
浜
原
発
三
・
四
号
機
の
運
転
差

し
止
め
仮
処
分
決
定
を
出
し
た
た
め
、
翌
一
〇
日
に
関
電
は
三
号
機

の
運
転
を
停
止
し
た
。
な
お
四
号
機
は
、
二
月
二
六
日
に
再
稼
働
し

た
直
後
の
二
九
日
に
ト
ラ
ブ
ル
で
緊
急
停
止
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

上
川
前
掲
書
下
巻
、
一
七
二
―
一
七
六
頁
。

（
７
）
本
稿
の
分
析
に
お
い
て
重
要
な
焦
点
と
な
る
、
立
地
自
治
体
と
事

業
者
の
間
の
安
全
協
定
を
媒
介
と
す
る
再
稼
働
同
意
に
つ
い
て
、
本

稿
で
は
行
政
学
者
の
金
井
利
之
が
提
唱
し
た
「
地
元
自
治
体
同
意
制
」

の
呼
称
を
採
用
す
る
。
金
井
利
之
「
原
子
力
発
電
所
と
地
元
自
治
体

同
意
制
」、『
生
活
経
済
政
策
』N

o.188

（
二
〇
一
二
年
）、
一
六
―
一

（法政研究 87－１－28）
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七
頁
。

（
８
）
例
え
ば
上
川
龍
之
進
『
電
力
と
政
治　

下
：
日
本
の
原
子
力
政
策

全
史
』
勁
草
書
房
（
二
〇
一
八
年
）、
一
六
八
―
一
七
四
頁
。

（
９
）
出
水
薫
「
玄
海
原
発
の
防
災
態
勢
再
編
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
」、『
法

政
研
究
』
第
八
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
七
年
）、
お
よ
び
出
水
薫
「
原

発
再
稼
働
問
題
と
地
域
政
治
―
川
内
原
発
の
事
例
を
通
じ
て
」、
大
曽

根
寛
・
森
田
慎
二
郎
・
金
川
め
ぐ
み
・
小
西
啓
文
編
『
福
祉
社
会
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ　

久
塚
純
一
先
生
古
希
記
念　

上
巻
』
成
文
堂
（
二

〇
一
九
年
）。

（
10
）
例
え
ば
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
曽
我
謙
悟
・
待
鳥
聡
史
『
日
本
の

地
方
政
治
―
二
元
代
表
制
政
府
の
政
策
選
択
―
』
名
古
屋
大
学
出
版

会
（
二
〇
〇
七
年
）
や
、
馬
渡
剛
『
戦
後
日
本
の
地
方
議
会
』
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
（
二
〇
一
〇
年
）、
砂
原
庸
介
『
地
方
政
府
の
民
主
主
義
』

有
斐
閣
（
二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
あ
り
、
最
近
に
お
い
て
も
ヒ
ジ
ノ

ケ
ン
・
ビ
ク
タ
ー
・
レ
オ
ナ
ー
ド
著
、
石
見
豊
訳
『
日
本
の
ロ
ー
カ

ル
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
葦
書
房
（
二
〇
一
五
年
）
や
曽
我
謙
悟
『
日
本

の
地
方
政
府
』中
公
新
書（
二
〇
一
九
年
）な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
辻
中
豊
編
『
大
震
災
に
学
ぶ
社
会
科
学　

第
一
巻　

政
治
過
程
と

政
策
』
東
洋
経
済
新
報
社
（
二
〇
一
六
年
）、
ⅴ
頁
。

（
12
）
辻
中
前
掲
書
。

（
13
）
城
山
英
明
編
『
大
震
災
に
学
ぶ
社
会
科
学　

第
三
巻　

福
島
原
発

事
故
と
複
合
リ
ス
ク
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
東
洋
経
済
新
報
社
（
二
〇
一

五
年
）。

（
14
）
上
川
龍
之
進
『
電
力
と
政
治　

上
：
日
本
の
原
子
力
政
策
全
史
』

勁
草
書
房
（
二
〇
一
八
年
）、
お
よ
び
同
下
巻
。

（
15
）
本
章
は
、
出
水
前
掲
「
玄
海
原
発
の
防
災
態
勢
再
編
を
め
ぐ
る
政

治
過
程
」、
お
よ
び
出
水
前
掲
「
原
発
再
稼
働
問
題
と
地
域
政
治
」
の

一
部
を
加
筆
修
整
し
、
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
16
）
吉
岡
斉
『
新
版　

原
子
力
の
社
会
史　

そ
の
日
本
的
展
開
』
朝
日

新
聞
社
（
二
〇
一
一
年
）、
第
一
章
。

（
17
）
放
射
能
の
人
体
へ
の
危
険
性
は
自
然
科
学
的
に
確
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
例
え
ば
近
藤
宗
平
『
人
は
放
射
線
に
な
ぜ
弱
い
か　

第
三

版
』
講
談
社
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス
（
一
九
九
八
年
）
や
舘
野
之
男
『
放

射
線
と
健
康
』
岩
波
新
書
（
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
18
）
吉
岡
前
掲
書
、
一
四
九
―
一
五
〇
頁
。

（
19
）「
続　

伊
方
町
誌
」
編
集
委
員
会
『
続　

伊
方
町
誌
』
伊
方
町
（
二

〇
〇
五
年
）、
二
〇
、
二
三
―
二
五
頁
。
な
お
、
同
書
で
は
「
原
子
力

発
電
所
の
立
地
は
、
雇
用
や
財
政
面
で
は
地
域
に
活
力
を
も
た
ら
し

た
が
、
人
口
の
減
少
を
く
い
止
め
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
同
書
三
九
頁
。

（
20
）
吉
岡
前
掲
書
、
一
五
五
頁
。

（
21
）
吉
岡
前
掲
書
、
一
五
六
頁
。

（
22
）
一
九
七
四
年
に
制
定
さ
れ
た
「
電
源
開
発
促
進
税
法
」「
電
源
開

発
促
進
対
策
特
別
会
計
法
」「
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
」
の
総

称
。
吉
岡
前
掲
書
、
一
五
一
頁
、
お
よ
び
清
水
修
二
『
原
発
に
な
お

未
来
を
託
せ
る
の
か　

福
島
原
発
事
故
―
利
益
誘
導
シ
ス
テ
ム
の
破

綻
と
地
域
再
生
へ
の
道
』
自
治
体
研
究
社
（
二
〇
一
一
年
）、
七
四

―
八
八
頁
、
な
ら
び
に
小
池
拓
自
「
原
発
立
地
自
治
体
の
財
政
・
経

済
問
題
」『
調
査
と
情
報
』
七
六
七
号
（
二
〇
一
三
年
）、
一
頁
。
な

お
、
電
源
三
法
制
定
時
の
衆
院
商
工
委
員
会
に
お
い
て
、
所
管
大
臣

（87－１－29）
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で
あ
る
当
時
の
中
曽
根
康
弘
通
産
大
臣
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
・
・
・
電
源
を
つ
く
る
と
い
う
場
合
に
、
ダ
ム
を
つ
く
る
と
か
、
あ

る
い
は
原
子
力
発
電
所
を
つ
く
る
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
の
住
民

の
皆
さ
ん
は
、
か
な
り
の
迷
惑
を
実
は
受
け
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
家
を
移
転
さ
せ
る
と
か
、
あ
る
い
は
公
害
の
危
険
性
が
出

て
く
る
と
か
、
そ
う
い
う
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
非
難
が
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
迷
惑
を
受
け
て
発
電
所
が
つ
く
ら
れ
て
も
、
電
気

代
が
別
に
安
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
よ
う
な
面
か
ら

住
民
の
皆
さ
ん
に
非
常
に
迷
惑
も
か
け
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、

そ
こ
で
住
民
の
皆
さ
ま
方
に
あ
る
程
度
福
祉
を
還
元
し
な
け
れ
ば
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
な
い
。
ま
た
電
源
の
開
発
も
促
進
さ
れ
な
い
。
そ
う

い
う
バ
ラ
ン
ス
の
意
味
も
あ
り
ま
し
て
、
今
度
の
周
辺
整
備
法
の
上

程
に
も
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、

こ
れ
は
周
辺
以
外
の
一
般
の
土
地
と
違
う
事
情
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
に
対
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
よ
う
と
い
う

考
え
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
積
極

的
に
協
力
し
て
も
ら
う
と
い
う
要
望
も
込
め
て
で
き
て
お
る
も
の
で

あ
り
ま
す
」。
商
工
委
員
会
議
事
録
第
三
五
号
（
一
九
七
四
年
五
月

一
五
日
）。
ま
た
、
電
気
事
業
連
合
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
「
こ
れ

は
立
地
地
域
に
発
電
所
の
利
益
が
十
分
還
元
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
制

度
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
発
電
所
立
地
に
と
も
な
い
、
立
地
地
域

に
振
興
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

（http://w
w

w
.fepc.or.jp/nuclear/chiiki/nuclear/seido/

）。

（
23
）
吉
岡
前
掲
書
、
一
五
〇
―
一
五
二
頁
。

（
24
）
総
務
省
の
資
料
で
は
、「
財
政
力
指
数
」
と
は
、「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
力
を
示
す
指
数
で
、
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財
政
需
要
額

で
除
し
て
得
た
数
値
の
過
去
三
年
間
の
平
均
値
」
で
あ
り
、「
財
政

力
指
数
が
高
い
ほ
ど
、
普
通
交
付
税
算
定
上
の
留
保
財
源
が
大
き
い

こ
と
に
な
り
、
財
源
に
余
裕
が
あ
る
と
い
え
る
」
と
説
明
し
て
い
る

（http://w
w

w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000264701.pdf

）。

（
25
）
伊
方
町
の
「
財
政
比
較
分
析
表
」、
愛
媛
県
「
財
政
状
況

資
料
集
（
平
成
二
九
年
度
）
」（https://w

w
w

.pref.ehim
e.

jp/h10800/shichoshinko/zaisei/digest/siryousyuu/
zaiseijoukyousiryousyuum

ein29.htm
l

）。

（
26
）
小
池
前
掲
論
文
、
一
二
頁
（
別
表
二
）。

（
27
）
張
貞
旭
「
原
発
立
地
地
域
の
合
併
と
地
域
経
済
・
地
方
財
政
の

変
化
に
つ
い
て
―
愛
媛
県
伊
方
町
を
中
心
に
―
」、『
松
山
大
学
論
集
』

第
二
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）、
二
頁
。

（
28
）「
電
源
三
法
」
制
定
当
初
は
、
利
益
誘
導
の
対
象
は
、
立
地
基
礎

自
治
体
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
八
一
年
の
改
定
に
よ
り
広
域

自
治
体
に
も
交
付
金
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
吉
岡
前
掲
書
、

一
五
二
頁
。

（
29
）
清
水
前
掲
書
、
八
八
―
一
〇
二
頁
、
お
よ
び
小
池
前
掲
論
文
、
六

―
七
頁
。

（
30
）
清
水
前
掲
書
、
一
一
〇
―
一
二
三
頁
、
お
よ
び
小
池
前
掲
論
文
、

七
―
八
頁
。

（
31
）
吉
岡
前
掲
書
、
三
五
頁
。

（
32
）
吉
岡
前
掲
書
、
二
五
一
頁
。

（
33
）
座
談
会
「
原
子
力
行
政
の
現
状
と
課
題
―
東
海
村
臨
界
事
故
一
年

を
契
機
と
し
て
」、『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
一
八
六
号
（
二
〇
〇
〇
年
）、
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四
頁
。

（
34
）
吉
岡
前
掲
書
、
二
六
三
頁
。

（
35
）
今
井
一
『
住
民
投
票
』
岩
波
新
書
（
二
〇
〇
〇
年
）、
三
二
―
六

七
頁
。

（
36
）
吉
岡
前
掲
書
、
二
五
六
―
二
五
七
頁
。

（
37
）
行
政
法
学
者
の
高
橋
滋
は
、
原
子
力
災
害
特
別
措
置
法
の
制
定
に

つ
い
て
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
に
着
目
し
、「
地
方
分
権
時
代
に
お

け
る
一
つ
の
モ
デ
ル
を
示
し
た
も
の
」
と
評
し
て
、
同
法
の
制
定
が

分
権
改
革
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

高
橋
滋
「
原
子
炉
等
規
制
法
の
改
正
と
原
子
力
災
害
特
別
措
置
法
の

制
定
」、『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
一
八
六
号
（
二
〇
〇
〇
年
）、
三
四
頁
。

（
38
）
吉
岡
前
掲
書
、
二
八
七
―
二
九
〇
頁
、
お
よ
び
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
東
海
村

臨
界
事
故
」
取
材
班
『
朽
ち
て
い
っ
た
命
―
被
曝
治
療
八
三
日
間
の

記
録
―
』
新
潮
文
庫
（
二
〇
〇
六
年
）。

（
39
）小
池
拓
自「
原
発
再
稼
動
と
地
方
自
治
体
の
課
題
」『
調
査
と
情
報
』

九
一
一
号
（
二
〇
一
六
年
）、
四
頁
。

（
40
）
菅
原
慎
悦
「
原
子
力
安
全
協
定
の
現
状
と
課
題
―
自
治
体
の
役
割

を
中
心
に
―
」、『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
三
九
九
号
（
二
〇
一
〇
年
）、
三

五
―
四
三
頁
。

（
41
）
菅
原
前
掲
論
文
、
三
六
頁
。

（
42
）
菅
原
前
掲
論
文
、
三
九
―
四
〇
頁
、
お
よ
び
菅
原
慎
悦
ほ
か
「
安

全
協
定
に
み
る
自
治
体
と
事
業
者
と
の
関
係
の
変
遷
」、『
日
本
原
子

力
学
会
和
文
論
文
誌
』V

ol. 8, N
o.2

（
二
〇
〇
九
年
）、
一
六
〇
頁
、

お
よ
び
菅
原
慎
悦
・
土
屋
智
子
「
第
四
章　

事
故
前
の
立
地
地
域
に

お
け
る
関
係
構
築
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、
城
山
英
明
編
『
大
震

災
に
学
ぶ
社
会
科
学　

第
三
巻　

福
島
原
発
事
故
と
複
合
リ
ス
ク
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
』東
洋
経
済
新
報
社（
二
〇
一
五
年
）九
八
―
一
〇
八
頁
。

（
43
）
朝
日
新
聞
青
森
総
局
『
核
燃
マ
ネ
ー　

青
森
か
ら
の
報
告
』
岩
波

書
店
（
二
〇
〇
五
年
）、
五
四
―
五
五
頁
。

（
44
）
吉
岡
前
掲
書
、
三
二
一
―
三
二
五
頁
。

（
45
）
菅
原
前
掲
論
文
、
三
五
頁
。

（
46
）
朝
日
新
聞
青
森
総
局
前
掲
書
、
七
六
頁
。

（
47
）
小
池
拓
自
「
新
規
制
基
準
と
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
」『
調
査

と
情
報
』
八
四
〇
号
（
二
〇
一
五
年
）、
一
―
三
頁
。

（
48
）
前
掲
注
（
33
）、
お
よ
び
秋
吉
貴
雄
「
第
六
章　

原
子
力
安
全
規

制
の
政
治
過
程
：
行
政
体
制
再
構
築
に
お
け
る
政
策
学
習
」、
辻
中
豊

編
『
大
震
災
に
学
ぶ
社
会
科
学　

第
一
巻　

政
治
過
程
と
政
策
』
東

洋
経
済
新
報
社
（
二
〇
一
六
年
）
一
二
九
、
一
三
一
頁
、
城
山
ほ
か

前
掲
論
文
、
一
四
九
―
一
六
四
頁
、
新
藤
宗
幸『
原
子
力
規
制
委
員
会
』

岩
波
新
書
（
二
〇
一
七
年
）
四
七
―
五
四
、
七
二
―
八
二
頁
。

（
49
）
正
式
名
称
は
、「
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規

制
に
関
す
る
法
律
」。

（
50
）
城
山
ほ
か
前
掲
論
文
、
一
五
八
―
一
五
九
頁
。

（
51
）
新
藤
前
掲
書
、
一
四
九
―
一
五
二
頁
、
城
山
ほ
か
前
掲
論
文
、
一

五
九
―
一
六
〇
頁
。

（
52
）U

rgent Protective action Planning Zone

の
略
称
。

（
53
）
小
池
前
掲
「
原
発
再
稼
動
と
地
方
自
治
体
の
課
題
」、
四
頁
。

（
54
）
も
ち
ろ
ん
三
〇
キ
ロ
圏
内
に
含
ま
れ
る
自
治
体
に
お
い
て
も
、
対

象
と
な
る
面
積
や
市
街
地
の
展
開
の
違
い
な
ど
に
よ
り
、
利
害
や
関

心
が
一
様
で
は
な
く
、
そ
れ
が
当
該
自
治
体
の
動
向
に
影
響
を
与
え
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る
だ
ろ
う
点
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
55
）
山
本
英
弘
「
第
一
一
章　

脱
原
発
と
民
意
の
ゆ
く
え
：
原
子
力
発

電
を
め
ぐ
る
争
点
関
心
の
プ
ロ
セ
ス
」、
辻
中
編
編
『
大
震
災
に
学
ぶ

社
会
科
学　

第
一
巻　

政
治
過
程
と
政
策
』
東
洋
経
済
新
報
社
（
二

〇
一
六
年
）、
二
五
三
―
二
五
四
頁
、
お
よ
び
上
川
前
掲
書
下
巻
、
七

七
―
七
九
、
九
一
―
一
〇
〇
、
一
一
〇
―
一
一
九
、
一
四
〇
―
一
五

五
頁
。

（
56
）「
続　

伊
方
町
誌
」
編
集
委
員
会
『
続　

伊
方
町
誌
』
伊
方
町
（
二

〇
〇
五
年
）、
二
〇
、
二
三
―
二
五
頁
。
な
お
同
書
は
「
原
子
力
発
電

所
の
立
地
は
、
雇
用
や
財
政
面
で
は
地
域
に
活
力
を
も
た
ら
し
た
が
、

人
口
の
減
少
を
く
い
止
め
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
」
と
記
し
て

い
る
。
同
書
三
九
頁
。

（
57
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
六
月
二
四
日
。

（
58
）
日
本
経
済
新
聞
ウ
ェ
ブ
版
、
二
〇
一
三
年
四
月
一
九
日
、https://

w
w

w
.nikkei.com

/article/DGXNZO54169890Z10C13A
4LC0000/

。

（
59
）
四
国
電
力
「
安
全
協
定
」、https://w

w
w

.yonden.co.jp/

　
　

energy/atom
/safety/safety_agreem

ent.htm
l

、
な
ら
び
に
山

口
県
「
山
口
県
地
域
防
災
計
画
」
Ⅰ
―
二
頁
、https://w

w
w

.pref.
yam

aguchi.lg.jp/cm
sdata/1/9/7/197c5c6bd5c00d5398d1c3d

8022ff6c0.pdf

。

（
60
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
〇
日
。

（
61
）
電
気
事
業
連
合
会
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
」
と
は
、

原
発
の
使
用
済
燃
料
か
ら
再
処
理
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
た
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
を
、
ウ
ラ
ン
と
混
ぜ
て
混
合
酸
化
物
燃
料「
Ｍ
Ｏ
Ｘ（
モ
ッ
ク
ス
）

燃
料
」
に
加
工
し
、
原
発
で
使
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同
連
合
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
（https://w

w
w

.fepc.or.jp/nuclear/cycle/
plutherm

al/

）。

（
62
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
一
年
三
月
二
二
日
。

（
63
）
同
上
。

（
64
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
一
年
四
月
一
日
。

（
65
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
一
年
四
月
三
〇
日
。

（
66
）
な
お
伊
方
原
発
は
、
そ
の
後
に
順
次
各
原
子
炉
が
定
期
検
査
に
入

り
、
二
〇
一
二
年
一
月
に
は
全
基
が
停
止
し
た
。
そ
し
て
二
〇
一
六

年
の
三
号
機
の
再
稼
働
ま
で
、
全
停
止
は
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
六
月
二
四
日
。

（
67
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
一
年
五
月
二
四
日
。

（
68
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
一
年
六
月
二
四
日
。

（
69
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
一
年
六
月
八
日
。

（
70
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
一
年
六
月
二
四
日
。

（
71
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
一
年
七
月
二
日
。

（
72
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
一
年
七
月
一
〇
日
。

（
73
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
一
年
七
月
九
日
。

（
74
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
一
年
五
月
一
九
日
。

（
75
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
二
年
八
月
四
日
。

（
76
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
二
年
八
月
三
日
。

（
77
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
〇
日
。

（
78
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
二
年
八
月
四
日
。

（
79
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
二
年
八
月
四
日
。

（
80
）
同
上
。

（
81
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
二
年
九
月
六
日
。
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（
82
）
同
上
。

（
83
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
二
年
八
月
四
日
。

（
84
）
同
上
。

（
85
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
二
年
八
月
二
五
日
。

（
86
）
た
だ
し
各
議
会
内
に
は
、
よ
り
同
等
の
立
場
を
求
め
る
主
張
が
一

部
あ
っ
た
。
愛
媛
新
聞
二
〇
一
二
年
八
月
二
九
日
。

（
87
）
同
上
。

（
88
）
同
上
。

（
89
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
二
年
九
月
六
日

（
90
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
二
年
九
月
七
日
。

（
91
）
同
上
。

（
92
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
三
年
七
月
九
日
。

（
93
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
三
年
七
月
一
二
日
。

（
94
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
三
年
七
月
九
日
、
お
よ
び
出
水
前
掲
「
玄
海
原

発
の
防
災
態
勢
再
編
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
」、
一
八
六
頁
、
お
よ
び
出

水
前
掲
「
原
発
再
稼
働
問
題
と
地
域
政
治
」、
六
三
頁
。

（
95
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
四
月
一
五
日
。

（
96
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
四
月
二
三
日
。

（
97
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
八
月
二
九
日
。

（
98
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
四
月
二
三
日
。

（
99
）
三
〇
日
間
の
意
見
公
募
を
経
て
最
終
的
な
決
定
と
な
る
。

（
100
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
五
月
二
一
日
。

（
101
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
五
月
二
九
日
。

（
102
）
同
上
。

（
103
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
五
月
二
一
日

（
104
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
六
月
三
日
。「
安
全
対
策
強
化
」
と
し
て
、

厳
正
な
安
全
規
制
実
施
と
説
明
責
任
履
行
、
最
新
知
見
に
よ
る
厳
格

な
地
震
や
津
波
対
策
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
独
立
性
確
保
と
外
部

意
見
へ
の
真
摯
な
対
応
な
ど
九
項
目
、「
防
災
対
策
の
充
実
・
強
化
」

と
し
て
、
原
子
力
災
害
対
策
指
針
の
整
備
、
住
民
の
広
域
避
難
体
制

整
備
、
避
難
・
輸
送
路
の
整
備
な
ど
五
項
目
で
あ
っ
た
。

（
105
）
同
上
。

（
106
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
六
月
一
八
日
。

（
107
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
六
月
一
一
日
。

（
108
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
六
月
二
〇
日
。

（
109
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
六
月
二
六
日
。

（
110
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
六
月
二
四
日
。

（
111
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
七
月
三
日
。

（
112
）
同
上
。

（
113
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
七
月
九
日
。

（
114
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
七
月
一
六
日
。

（
115
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
七
月
一
七
日
。

（
116
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
七
月
一
八
日
。

（
117
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
七
月
二
二
日
。
他
の
要
望
項
目
は
、
避
難

道
路
の
整
備
促
進
、
大
分
県
側
へ
避
難
す
る
訓
練
の
全
面
支
援
、
原

発
敷
地
内
に
事
項
対
応
用
広
場
の
設
置
を
検
討
、
使
用
済
み
核
燃
料

の
中
間
貯
蔵
へ
の
確
実
な
対
応
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終

処
分
方
針
確
立
、
経
産
相
の
来
県
と
伊
方
町
長
と
の
面
会
、
で
あ
っ

た
。

（
118
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
七
月
二
二
日
。
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（
119
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
七
月
二
四
日
。

（
120
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
七
月
二
三
日
。

（
121
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
七
月
二
五
日
。

（
122
）
同
上
。

（
123
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
八
月
五
日
。

（
124
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
八
月
六
日
、
七
日
。

（
125
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
八
月
一
三
日
。

（
126
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
八
月
二
〇
日
。

（
127
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
八
月
二
九
日
。

（
128
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
九
月
二
日
。

（
129
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
九
月
三
日
。

（
130
）
同
上
。

（
131
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
九
月
一
八
日
。

（
132
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
九
月
二
六
日
。

（
133
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
九
日
。

（
134
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
日
。

（
135
）
同
上
。

（
136
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
六
日
。

（
137
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
七
日
。

（
138
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
八
日
。

（
139
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
七
日
。

（
140
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
七
日
。

（
141
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
〇
日
。

（
142
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
〇
日
。

（
143
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
五
日
。

（
144
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
六
日
。

（
145
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
二
日
。

（
146
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
九
日
。

（
147
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
二
日
。

（
148
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
三
日
。

（
149
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
七
日
。

（
150
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
六
年
三
月
二
四
日
。

（
151
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
六
年
三
月
二
六
日
。

（
152
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
六
年
八
月
一
三
日
。

（
153
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
六
年
九
月
八
日
。

（
154
）
伊
方
原
発
に
先
行
す
る
九
電
の
川
内
原
発
の
再
稼
働
の
同
意
過
程

に
お
い
て
は
、
周
辺
自
治
体
の
懸
念
が
噴
出
す
る
な
か
で
、
立
地
基

礎
自
治
体
で
あ
る
薩
摩
川
内
市
が
、
い
ち
早
く
再
稼
働
の
実
現
を
求

め
た
。
出
水
前
掲
「
原
発
再
稼
働
問
題
と
地
域
政
治
」、
六
四
頁
。

（
155
）
金
井
前
掲
論
文
、
一
七
頁
。

（
156
）
出
水
前
掲
「
原
発
再
稼
働
問
題
と
地
域
政
治
」、
五
九
―
六
〇
頁
。

（
157
）
金
井
前
掲
論
文
、
一
九
頁
。

（
158
）
金
井
前
掲
論
文
、
一
六
―
一
七
頁
。

（
159
）
出
水
前
掲
「
原
発
再
稼
働
問
題
と
地
域
政
治
」、
五
九
頁
。

（
160
）
川
内
原
発
の
再
稼
働
同
意
過
程
に
お
け
る
の
九
電
の
態
度
に
対
す

る
評
価
。
南
日
本
新
聞
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
九
日
。

（
161
）
出
水
前
掲
「
原
発
再
稼
働
問
題
と
地
域
政
治
」、
六
〇
―
六
一
頁
。

（
162
）
金
井
前
掲
論
文
、
一
七
―
一
八
頁
。

（
163
）
出
水
前
掲
「
原
発
再
稼
働
問
題
と
地
域
政
治
」、
六
〇
―
六
二
頁
。

（
164
）
愛
媛
新
聞
二
〇
一
二
年
九
月
七
日
。
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（
165
）
出
水
前
掲
「
原
発
再
稼
働
問
題
と
地
域
政
治
」、
六
三
―
六
四
頁
。

（
166
）
出
水
前
掲
「
原
発
再
稼
働
問
題
と
地
域
政
治
」、
七
八
頁
。

（
167
）
川
内
原
発
の
稼
働
に
同
意
し
た
条
件
と
し
て
鹿
児
島
県
知
事
は
、

国
の
説
明
と
責
任
が
明
示
さ
れ
た
こ
と
を
あ
げ
た
。
南
日
本
新
聞
二

〇
一
四
年
一
一
月
六
日
。

（
168
）
出
水
前
掲
「
原
発
再
稼
働
問
題
と
地
域
政
治
」、
六
八
頁
。

（
169
）
伊
藤
修
一
郎
『
自
治
体
政
策
過
程
の
動
態
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版

会
（
二
〇
〇
二
年
）、
第
一
章
第
二
節
、
お
よ
び
第
二
章
。

（87－１－35）


